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昭和 55年度の業務報告にあたって

本県繊維工業の主軸をなす本湯大島紬は，長期にわたる不況による誠畳傾向からようやく脱し，昭

和55年度は対前年比229臨増となり，総体的には安定して来たといえます。しかしながら品腫別に眺

めた場合，情報力，計画生産面の弱さから製品の片寄り傾向が強く，高級品の生産過剰，中級品の不

足，一般大衆品の売行き不振等の問題があります。

乙のような産地の現状の中にあって，今後の産地振興をはかるためには，品質の研究改善，新製品

の研究開発が重要であり，そのための基礎並びに工業化の研究は緊要であります。特に製造工程の殆

んどが手作業である当産地にあっては，経験と勘にたよる小規模企業が多いため，技術の研究改善開

発，業界指導等，公設試験研究，指導機関の役割は重要であります。

ιれらの現状を踏まえて当センターは，産地の技術部門の見直しと.80年代11:向つての新しい出発と

して，本年は試験研究業務においては基礎研究に重点を置き，また技術指導面では，従来の指導業務

に加えて本年から新規に移動染織指導所の実施，製織技術指導員の養成研修，加工別技術競技会の開

催，紬検査員の研修，技術アドパイザ の活用等を行い，指導の充実，技術の向上をはかつて著書りま

した。乙れらの昭和55年度に実施しました業務等の概要をとりまとめて報告します。

なお産地の振興発展をはかるため，その中心的役割を持つ当所の整備充実をはかる目的で昭和56年

4月1日から名称を「鹿児島県大島紬技術指導センター」と改称し一部組織の機構改革も行いました

ので御報告いたします。

昭和 56年7月

鹿児島県大島紬技術指導センター

館 長 染川弘光
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1.沿革

年 沿月 草

昭和2年4月 昭和2年3月31日に鹿児島工業試験場大島分濁が設置され. 4月1日庶務，機

昭和4年11月

リ
ー
)

昭和7年4月

昭和18年4月

昭和20年4月

昭和21年2月

昭和21年6月

昭和25年6月

昭和26年4月

昭和27年一4月

昭和2T年4月

a 

昭和2T年7月

昭和28年12月

昭和2併手7月

昭和30年11月

昭和31年 3月

昭和34>手3月

周和34'年3月

昭和3T年 7月

昭和38f手4月

昭和42年 2月

昭和48年 3月

昭和4併手11月

昭和54年11月

昭和56年4月

記にj

械，原料糸，染色の4部で発足した。

昭和4年11月鹿児島県告示第切7号により鹿児島県大島郡染織指導所とじて独

立。庶務，原料，図案，染色，機繊の4部が設置され事務所は名瀬市久里町5

番37-号(現在地)にある。

大島紬後継者育成のため図案，染織部門の伝習生養成を開始した。

伝習生養成事業を停止した。

昭和20年4月20日11:戦災をうけ庁舎が全焼したため試験研究業務は停止した。

昭和21年2月2日に内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され

臨時北部南西諸島と名称が付された。

昭和21年6月から昭和25年5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島

紬の技術指導

大島染織指導所の再発足

旧敷地内11:庁舎(木造)を再建し，庶務，図案，機械，原料，染色の5係を配

置し業務開始。

昭和27，年4月から伝習生(1年コス〕研筑主主等(6古河コ-7-)の養成を再開した。

昭和2T年 4月に琉球政府が創立され大島染織指導所は琉球政府経済局の所管と

なった。

化学係を新設した。

奄美大島は昭和23年12月25日に祖国復帰し再び鹿児島県大島染織指導所となった。

昭和29年7月12日〔条例第51号)に大島染織指導所手数料条例が制定された。

庁舎用地として 303nlを取得しボイラ一室を新築した。

昭和31年3月31日に加工室a 機械室，会議室を新築(木造)

昭和34'年3月31日11:恒温恒湿室新築(鉄筋コンヲリート)

昭和初年度から昭和33年度の間で奄美大島復興事業により各試験機器を整備じた。

機構改革により庶務係，機樹図案研究室，染色化学研究室の 1係， 2研究室となった。

本館事務室，実験室，機械室，染色棟新築(鉄筋コンクリート〉

中小企業技術指導補助金により機器を整備した。

染色排水処理施設を設置した。

技術指導施設費摘助金により機器を整備した。

創立.50周年記念事業の実施

鹿児島県行政組織規則一部改正により大島染織指導所を大島紬技術指導センタ

11:名称変更

内
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2. 機構及び組織

(11機構

「所長

ト総務課
水産商エ部商工振興課大島染織指導所一一---1

ト機織図案研究室

」染色化学研究室 5人

l人

3人

日人

区 分 事 務 系 技 術 系 労 務 系 計

ー所 • ，.， ，~(.長 I l 

総 務 課 3 3 

機織図案研究室 9 9 

染色化学研究室1 4 5 

計 3 14 1 18 
L_ 

¥
1
J
)
 

(21組織(." 

(31 職 員

所 長 染川弘光f27年6月)

総務課 機織圏案研究室

課 長 有吉由貿夫 (53年 7月) 室 長 杉山隆徳(55年 11月)

U. 主 事 中山スズ子(55年 7月) 主任研究員 森 テ ツ(27年 10月)

主 事 山口三雄(55年 7月) 主任研究員 押川文隆(39年 11月〉

研究員 池之平岡目(53年 4月)

染色化学研究室 研究員 徳永嘉美(54年 5月)

室 長 丸山武満(26年 l月 ) 研究員 平田清和(54年 6月〉

主任研究員 赤塚嘉寛(31年 12月〕 研究員 恵川美智子(55年 5月)

研究員 西 決造(41年 9月〕 研究員 今村順光(55年 11月〉

研究員 操 利一(42年 3月 ) 研究員 福山秀久(55年 11月〕

研究員 上原 満(55年 7月転勤)

ポイラ寸支士 白久秀信(38年 4月 ) ( )書きは当所勤務年月

-4-



土地・建物3. 

1，900.05 nf 地土

1，54527 nf (延面積)物建

名瀬市久里町5番'37号

区 分 種 BU 構 造 階 2 階 ρロ、 計

土 地 事務所及び施設用地 1，900.05 nf 

建 物 事務所及び研究室 鉄コンクリート筋造 463.57 nf 464.76 nf 928.33 nf 

" 染 色 事 務 室 コンタプ リ ト 31.40 31.40 ロック造

" 護色電話イ主一重 鉄コンクリート筋造 145.78 145.78 

" 検査機器室及び会議室 木 造 178.u4 165.29 343.33 

" 原 料 室 鉄コンクリート筋造 17.35 17.35 

" 渡 廊 下 " 24.72 24.72 

" 乾 燥 室 " 8.09 8.09 

" 倉 庫 コンプクリ ト 33.05 33.05 ロック造

" 倉庫及び自転車置場 木 造 1322 1322 

" 計 915.22 630.05 1，545.27 

工作物 Z日 念 碑 石 材 基 1 基

" 染色排水処理施設 そ轟盟晶子 1 式 30.00 nf 

-5一
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庁舎配置図
機織

1 階 ノ
凶 i

h 

|原料室間 i物寝室|
lL¥ 別館 1階

σ3 
， 1:廊 11琴 1 1 " 一一11

2 階

正

~~ 
|下|一需

白口日¥~~hoI~|染色盆 11 ~/I 大会議室
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4. 昭和 55年度歳入歳出調べ

(1)歳入調べ (単位:円〕

科 目 予 算 額 調 定 額 収入済額 収入未済額

使用料及び手数料 557，000 172，860 172，860 。
使 用 料 。 505 505 。
商工使用料 。 505 505 。

工鉱業使用料 。 505 505 。
' 

手 数 料 557，000 172，355 172，355 。
商工手数料 557，000 172，355 1 72，355 

工鉱業使用料 557，000 1 72，355 172，355 。
財 産 収 入 700，000 354，800 354，800 。
財産売払収入 700，000 354，800 354，800 。
物品売払収入 。 13，800 13，800 

ノI ) 物品売払収入 。 13，800 13，800 。|
， ¥.ノ

生産物売 払 収 入 700，000 341，000 341，000 。
生産物売払収入 700，000 341，000 341，000 。

合 計 1，257，000 527，660 527，660 。

7-



(21 歳出調べ (単位.円)

科 自 令 達 額 支出済 額 残 額l

商 エ 費 16，276，512 16，276，512 。
エ 鉱 業 質 1 6，276，512 16，276，51 2 。
工鉱業総務費 250，000 250，000 。

需 要 費 250，000 。250，000 

中小企業 振興費 4，932，823 4，932，823 。
報 償 費 1，216，000 1，2 1 6，000 。
旅 費 2，927，003 2，927，003 。
需 要 費 672，000 672，000 。
役 務 費 104，000 104，000 。
使用料及び賃借料 5，020 5，020 。
公 課 費 8，800 8，800 。

工業試験場費 11，093，689 11，093，689 。
報 償 費 267，000 267，000 。
旅 費 2，147，520 2，147，520 。
需 要 費 3，668，000 3，668，000 。
役 務 費 769，000 769，000 。
委 託 料 51，654 51，654 。
使用料及び賃借料 26，515 26.515 。
原 材 料 費 188，000 188，000 。
備 品購 入費 3，947，000 3，947，000 。
ま号室容量 15，000 1 5.000 。
公 課 費 14，000 14.000 。

。。

¥ i 
J 、

¥J4 
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5. 試験研究の経過

1 目 的

(1 ) 大島紬の風合いに関する試験
杉山

森

隆徳， 押川文隆

テツ， 恵川美智子

現在，大島紬には，経糸300T/m.緯糸 100T/m前後の撚数の原料糸が使用されている。

撚数の異なる数種類の原料糸を作成し，その組合せを変えた試験布の風合い特性を求め，撚数と

風合いの関係を調べる。

Z 試験方法

2-1 原料糸の設定

(1) 目 付・・・1総40g付 (2500m)本絹糸

(2)撚数の種類…50.100.200.300.500T/m 

(但し，上記の値は概算値であり，実測値については原料糸の物性に関する試験を多

照の事j

2-2 試験織涌の設計

(1)儀幅…40cm

(2)密度ー経糸 31草ゾペcm，緯糸 28や〆cm

(8)経・緯糸の組合せ…25種類(試料NO.I-25)

雇呆喝さ 50T/m 100T/m 200T/m 300τ/，m 

50T/m NO. 1 NO.2 NO.3 NO.4 

100T/m NO. 6 NO.7 NO.8 NO.9 

200T/m NO.ll NO.12 NO.13 NO.14 

300T/m NO.16 NO.17 NO.18 NO.19 

500 T/m NO.21 N0.22 NO.23 NO.24 

(4) その他白無地

経・緯糸ともに糊付は行なわない。

2-3 風合い試験項目

( 1) 剛軟性A法(45"カンチレパ法)…J1 S Lー1096

(2) " D法(ハート. }レープ法)…… H 

(3) 防シワ性B法(モンサント法，シワ回復率)... " 

(4) トータルハンド法 (HANDLE-O-~正ETER)

(5) 布地厚さ (東洋精機・・ショッパ 型厚さ測定器)

-9ー

500 

NOo 5 

NO.l0 

NO.15 

NO.20 

NO.25 



3 測定1結果

表1. 2 

図1-10. 事の照#
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図1
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図

但し，図 1-1-図5-1は経糸を基準とした平均であり

図6-1-図10-1は緯糸を基準とした平均を基にした図である。

表1

組二?之と
図1 脚9 図2 何時 図3 防) 図4. (g) 図 5

ハートループ桂 450カンチレパ一法

タ鶏蟻可

ト-?Jレハンド怯 厚さ 備 考

NO経糸緯 糸 タテ万向ヨコ刻珂 タテ方向ヨコ方向 タテ刻旬ヨコ苅句 (mn，) 

50 CV令官 74 70 64 65 68 67 9.4 13.7 0.17 
2 100 75 76 61 59 71 73 8.7 11.4 0.17 
3 

50 
200 72 72 63 71 72 67 9.7 14.4 0.16 

4 
G制〉

300 70 65 67 72 72 73 10.6 192 0.16 

5 500 69 66 69 74 69 64 11.1 17.6 0.15 
平均 1 72.0 69.8 64B 682 70.4 68.8 9.90 15.26 0.162 

日 50ぐじ也由 66 65 69 65 63 68 10.6 16.5 0.18 

7 100 71 63 67 73 62 64 10.0 16.5 0.1 7 
81 100 200 72 67 66 67 62 61 9.4 14.9 0.1 7 
91 (1/旬) 300 74 75 68 67 68 66 9.3 10.5 0.1 7 

10 500 74 74 62 60 64 66 9.6 11.0 0.16 
平均2 71.4 68.8 66.4 66.4 63.8 65.0 9.78 13.88 0.170 

11 50σ/fil) 71 69 65 62 62 69 9.4 13.5 0.16 

12 
200 

100 73 71 60 64 64 66 8.8 12.9 0.16 

13 
。1n)

200 74 70 61 62 62 63 8.8 12.1 0.16 

14 300 72 74 62 65 63 65 9.8 10.5 0.16 

15 500 77 77 58 59 67 67 8.6 9.8 0.17 

平均3 73.4 72.2 61.2 62.4 63.6 66.0 9.08 11.76 0.162 

16 50 (l)1n) 77 69 61 71 70 73 8.6 13.4 0.15 

17 
300 

100 75 69 69 71 68 66 8.0 12.8 0.16 

18 200 77 68 70 73 65 66 8.1 13.3 0.16 

19 
σ/fu) 

300 76 72 66 74 59 58 7.7 10.3 0.16 

20 500 79 74 66 66 59 61 7.4 9.6 0.18 

平均4 76.8 70.4 66.4 71.0 64.2 64.8 7.96 11.88 0.162 

21 500/古事 76 73 62 66 63 66 7.4 10.6 

22 
500 

100 74 71 66 69 62 63 7.6 11.9 1J 

23 
。〉令官

200 76 71 62 69 62 58 7.5 11.5 0.18 

24 300 76 74 63 65 62 日o 7.4 9.8 0.18 

25 500 80 79 62 64 62 日2 7.4 8.3 0.20 

平均5 76.4 73.6 63.0 66.6 62.2 61.8 7.46 10.42 0.180 
平 均 74.0 71.0 64.4 66.9 64.8 65.3 8.84 12.64 0.167 

最 大 80 79 70 74 72 73 11.1 19.2 0.20 

最 小 66 63 58 59 59 58 7.4 8.3 0.15 
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表2
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よ~旦 図6 申同 図7 制由 図8 協) 図且 (g) 図 10

ハートJレープ法 45。力、ノチl4キ一法 モ(ジンワサ回ン復ト率法) ト タJレハンド怯 厚さ 備 考

NO 緯 糸経 糸 タテ方向 ヨコ方向 タテ方向 ヨコ万両 タテ方向 ヨコ方向 タテ方向 ヨコ苅向 (同

l 50 (1/fn) 74 70 64 65 68 67 9.4 13.7 0.17 

6 100 66 65 69 65 63 68 10.6 16.5 0.18 
50 

20 c) 11 71 69 65 62 62 69 9.4 13.5 0.16 
ぐ]/Il首

300 16 77 69 61 71 70 73 8.6 13.4 0.15 

21 500 76 73 62 66 63 66 7.4 10.6 0.17 

平均 l 72.8 692 64.2 65.8 65.2 ， 68.6 9.08 13.54 0.166 

2 50 Cl/fn) 75 76 61 59 71 73 8.7 11.4 0.17 

7 100 71 63 67 73 62 64 10.0 16.5 0.1 7 
100 

12 200 73 71 60 64 64 66 8.8 12.9 0.16 σバ1)
300 17 75 69 69 71 68 66 8.0 12.8 0.16 

22 500 74 71 66 69 62 63 7.6 11.9 0.17 

平均2 73.6 70.0 64.6 67.2 65.4 66.4 8.62 13.10 0.166 

3 50ぐV白) 72 72 63 71 72 67 9.7 14.4 0.16 

8 100 72 67 66 67 62 61 9.4 14.9 0.17 
200 

13 200 74 70 61 62 62 63 8.8 12.1 0.16 
。1n)

18 300 77 68 70 73 65 66 8.1 13.3 0.16 

23 500 76 71 62 69 62 58 7.5 11.5 0.18 

平均3 74.2 69.6 64.4 68.4 64.6 63.0 8.70 13.24 0.166 

4 50 (1メn) 70 65 67 72 72 73 10.6 192 0.16 

日 100 74 75 68 67 68 66 9.3 10.5 0.17 
300 

14 200 72 74 62 65 63 65 虫B 10.5 立16
。〉骨1)

300 58 ノ 19 76 72 66 74 59 7.7 10.3 0.16 

24 500 76 74 63 65 62 60 7.4 9.8 0.18 

平均4 73.6 72.0 65.2 68.6 64.8 64.4 邑96 12.06 0.166 

5 50 cl./位。 69 66 69 74 69 64 11.1 17.‘6 0.15 

10 100 74 74 62 60 64 66 9.6 11.0 0.16 
500 

15 200 77 77 58 59 67 67 8.6 9.8 0.17 σパ1)
300 61 20 79 74 66 66 59 7.4 9.6 0.18 

25 500 80 79 62 64 62 62 7.4 8.3 0.20 

平均5 75.8 74.0 63.4 64.6 64.2 64.0 8.82 1126 0.172 

平 均 74.0 71.0 64.4 66.9 64.8 65.3 8.84 12.64 0.167 

最 大 80 79 70 74 72 73 11.1 19.2 020 

最 66 63 58 59 59 58 7.4 8.3 0.15 
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4 考察

4ー1 450カンチレパ一法(図 2.図2-1.図 7，図7-1) 

図2.図2-1.図7いずれも撚数日仏経・緯糸別の有意性は見られない。

但し，図7-1で，緯糸を基準にした場合，タテ方向よりヨコ方向の方がよりかたく，また

撚数別ではタテ方向においては差はみられないが，ヨコ方向の場合 200-300 T/Il1でかた

さのピ クがあり，撚数が増加しでも減少しでもしなやかになるという傾向を示す。

4 -'2 ハートループ法(図1.図 1-1.図ι図6-1) 

全体的にみてタテ方向はヨコ方向よりも柔軟，腰がやわらかいという事がいえる。撚数別

による差は，図 2.図6では判断しにくい古ち図 1ーし図6ーlから，撚数が増加するに

伴い，柔軟に，腰がやわらかくなる傾向を示している。

4-3 モンサント法(シワ回復率) (図 3.図3ー1.図8.図8-1) 

タテ方向，ヨコ方向における差はほとんどの場合見られない。撚数別では経糸を基準にし

た場合，撚数が増加するとシワ回復率が悪くなる傾向が大きく生じている。緯糸を基準にし

た場合には撚数の差ははっきりとは生じない。

4 -4 ト タルハンド法(図 4.図4-1.図 9.図9-1) 

全体的にみてヨコ方向はタテ方向よりも，表面摩擦が大きく，たわみ難いという傾向を示

している。撚数別では，経糸を基準にした場合，撚数が増加すると表面摩擦は小さく，たわ

み易くなっていき，それはヨコ方向において著しい。緯糸を基準にした場合ぃ撚数が増加す

ると同様な傾向を示すが著しい変動はない。

4-5 厚さ(図 5.図5-1.図 10.図 10ー1)

経・緯糸1<::500T/Il1を用いた場合，最大 02醐となったが，他の場合撚数別による差は

ほとんどない。

5 結論

今回の風合い試験では相対的な風合い評価しかできない為，最適な風合いを求める事はできなか

った。但し，撚数500T.バゅ場合，厚みはあるが腰がやわら均〉くなるとb、う結果がでており，次

年度，撚数500T/佃と 501:バ1の場合における風合い改善試険を柄物において行なう予定である。
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(2) 原料糸の物性に関する試験

杉山隆徳・押川文隆・平田清和

l 目的

撚数の異なる原料糸を用いて，大島紬の特色である泥染染色が原料糸に与える物性変化を測定し，

原料糸面から泥染染色の特異性を追求しa 業界指導の基礎資料とする。

2 試験方法

2 -1 原料糸

(1) 目付 1*l';( 40g付ー 2500m本絹糸

(2)撚数 5種類・'50，100， 200， 300， 5001:バ1

(但し，大まかな数値で厳密な値は測定項目)

2-2 染色方法

泥染染色・市内 5泥染工場11:依頼し，通常の地糸染色と同様に行なう。

2-3 試険項目

( 1)撚数(染前}・.......・ 検撚器 t大栄科学製作所j

(2) 撚縮(" ) … H 

(8) 強度(染・前後)… ウースター・ヤーン・ストロングテスター

(4) 伸度( " )... 11 

(5) 繊度( " } 

(6) 増量

3 測定結果

図 1-8 容照の事

表1 泥染染色前

撚数σパ官 撚縮率偽) 目付(g付) デニ川d)強度① (g) 強度② (g/d)

474 0.952 34.5 124 688 5.55 

331 0.342 33.9 122 617 5.06 

196 0.182 33.7 121 625 5.17 

111 0.066 34.1 123 596 4.85 

50 0.020 35.3 127 597 4.70 

(平均J (34.3 ) 023 ) (625) (5.07) 
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表2 泥染染色後

撚数σ/fn) 目付 (g付) デニ一川dl 強度④ (gl 強度⑤(g/d) 伸度⑥防)

474 57.4 207 612 2.96 17.1 

331 56.5 203 581 2.86 17.6 

196 54.2 195 543 2.78 15.5 

111 52.0 187 544 2.91 14.6 

50 53.6 193 545 2.82 14.8 

(平均} (54.7 ) (197 ) ( 565) (2.87 ) (15.9 ) 

撚数σパ1) 増畳@防) 増量⑨防) ①強度 愈 ⑪ 強 度 審 ① 伸 度 審

474 66.9 442 89.0 53.3 79.2 

331 66.4 432 942 56.5 80.7 

196 612 412 86.9 53.8 74.9 

111 52.0 36.0 91.3 60.0 802 

50 52.0 39.9 91.3 60.0 77.5 

(平均j (59.7 ) (40.9) 90.5 56.7 78.5 

q;j1 (11 撚縮率倒~ { (解ネン後の長さ)- (演験長)}ー(試験長)x 100 

(21 目付~1 解2500mとした時の重量

(31 デニ ル=糸長9000mの時の重畳(恒長式}

(41 強度②~1 デニール当りの強度， (強度①).，_ (デニール数)

(51増量③=泥染前後のデニール変化から算出した値

(61 増量@~泥染前後の 1組糸重量変化から算出した値

(71①強度@強度①伸度=泥染染色前後の強伸度の変化率
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4 考 察

4ーl 撚縮率(図 1)

撚数Tと撚縮率 f( T)の間1<:は

f(Tl =Cl TC2 

Cl， C2は比例定数

しかし， C1 C2は.データー不足の為次回への繰越課題とする。

4-2 強度 (g) (図 2，図 6)

・泥染前，後いずれの場合においても撚数が相加するにつれ強度も比例的に増加する傾向を

示している。その為強度の変化率の撚数別による差は少ないが，泥染によって約 10%の

強度低下を生じる事がわかる。

4-3 強度 (g/d) (図3，図7)

・染色前の状態では，撚数が増加するにつれa 強度が増加する傾向にある仇泥染後はほと

んど撚数別の差は出ていない。その為，強度の変化率は減少する傾向を示し泥染によって

約 40唱の強度低下を生じるととがわかる。

4-4 伸度(図4，凶 8)

・泥染前後ともに 300T/帽をピ ク1<:減少の傾向を示し泥染によって約20'1¥の伸度低下

壱生じる ζとがわかる。ピーク点の存在については更に追求する必要がある。

4-5 増量(図 5)

・撚数の増加に伴い，増量も増加するという傾向を示しているが，基礎データーのパラツキ

がかなりあり断定できないので，次回への繰越謀題とする。

4-6 繊度(表 1) 

・撚数別の有意差は見出せなかった。

5 結論

絹糸は泥染によって強度で約 105弘伸度で約20%前後減少する事がわかる。増量をコントロ

ルした場合における，増量一強伸度の相関関係を今後の課題としたい。
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(3) 抱合数別の織締緋加工試験

池之平 剛

平田清和

福山秀久

L 目的

大島紬の製造は，普通Bまたは 10疋であり，乙のために緋織締めの糊張り糸の抱合本数は 16

または 20本である。この製造疋数を変えるときに必袋な抱合本数の増減による緋織締鑑の特性と

染色工程との関係を調べ，大島紬製造工程における基礎資料とする。

Z 試験概要

2-1 使用絹糸

目付 40g付 (2500m) 

撚数 2801:刈

使用ガス綿糸 80/2 S 

2-2 試 料

抱合数 8.12.14.16.20.24.28.32本

整経長 24m 

糊剤 ふのり

2-3 緋織締方法

筋密度 15.5算

筋 幅 40cm 

使用締機動力締機

ガス綿糸引込法

け

)

A B C D E F 

十字緋 空 長 緋 空 十字緋 空 長 緋 空 長 緋 空 十字緋

3羽/1閲 4羽/1間 5羽/1間

26問 40羽 40羽 40羽 25問 3羽 40羽 4倒 40羽 4回ヨ 26間

4モ1-/1羽 2モト/1羽 4モト/1羽 2モト.3.モ区さVl羽 3モト/1羽 4モト/1羽

鐙幅 40cm

u. 

2-4染色法

染 料 カヤカラ Yプラック 2RL

染料濃度 5勉(浴比 1; 200) 

-23ー
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染色温度 30'C. 80'C 

染色時間 2. 15. 120min 

染色法 浸染

旦試験結果

3ー 1 ガス綿糸織縮率

3-1-1 織締密度(本，(:m)

品設品目 A B C D 

8 16.2 162 162 16.2 

12 13.0 13.0 13.0 13.0 

14 12.5 1.2.8 12.5 12.8 

16 12.0 12.0 11.8 12.0 

20 10.5 10.5 10.5 10.5 

24 9.8 9.8 9.7 98 

28 9.2 且4 92 9.4 

32 8.6 8.6 8.8 8.7 

注}織締密度は. 307スの締幅から算出した。

3ー 1-2 織繍廷の厚さ(醐j

測定圧力 101.9gパnt

主訟哩 A B C D 

8 0.57 0.56 0.56 0.57 

12 0.65 0.66 0.68 0.66 

14 0.75 0.73 0.73 0.71 

16 0.74 0.71 0.71 0.71 

20 0.78 0.75 0.81 。τ5
24 0.88 0.88 0.87 0.87 

28 0.94 0.94 且.96 0.97 

32 1.00 0.99 0.97 0.99 

24ー

E F 平 均

16.2 16.2 162 

13.0 13.0 13.0 

12.5 12.5 12.6 

12.0 12.2 12.0 

10.5 10.5 10.5 

9.8 9.7 9.8 

92 旦2 9.3 

8.7 8.8 8.7 

E F 平 均

0.56 0.55 0.56 

0.66 0.67 0.66 

0.70 0.70 0.72 

0.70 0.77 0.72 

0.75 0.80 0.77 

0.84 0.89 0.87 

0.88 0.98 0.95 

0.95 1.04 0.99 



nu 
nu 

×
 

T
U

一

j

二
U

地

W
U
一

率糊

蹴

糸

算

綿スガno 
q
u
 

L:見本の長さ

r.::ほぐしたときの長さ

孟斜里 A B C D E F 平 均

8 25.0 26.8 26.8 26.8 26.8 26.8 26.5 

12 24.5 26.4 24.1 27.9 24.5 24.5 25.3 

14 27.3 27.3 25.0 25.9 24.1 27.3 262 

16 26.5 25.4 25.4 26.5 24.5 26.5 25.8 

20 24.2 25.4 25.4 25.4 25.4 26.5 25.4 

24 25.0 25.0 25.9 24.1 25.0 25.9 25.2 

28 24.1 25.9 25.0 25.0 25.0 25.9 252 

32 25.9 25.9 25.9 25.0 25.0 25.9 25.8 

V' 3-2 染色前後の鍵状態の比較

抱合本数別に 1-8の試料bむを付けた。

l選抱合 染色繊嚇稿E度 染色後繊輔度 梨色占酸のよ器抱合 染色前紺締密度 染色級紺純総攻 架割取C)

本数叫イ30ヌス為バtm問事/307;;<本ぺ;m鍵の備蓄率 本数 間'V307;;<砂 tm宮司V30ヌス帯ぺ，m鑓釧E自在事

1-1 8 18.1 16.6 16.4 18.3 9.4 5-1 20 28.6 10.5 25.2 11.9 11.9 

1-2 8 18.2 16.5 16.1 18.6 9.3 5-2 20 28.6 10.5 25.5 11.8 10.8 

1-3 8 18.3 16.4 172 17.4 6.0 5-3 20 28.6 10.5 25.5 11.8 10.8 

1-4 B 18.3 16.4 15.9 18.9 13.1 5-4 20 28.6 10.5 24.1 12.4 15.7 

1-5 8 18.3 16.4 1.5.8 19.0 13.7 5-5 20 28.6 10.5 24.3 12.3 15.0 

1-6 8 18.3 16.4 16.0 18.8 12.6 5-6 20 28.6 10.5 24.3 12.3 15.0 

2-1 12 22.6 13.3 20.0 15.0 11.5 6-1 24 30.9 9.7 272 11.0 12.0 

2-2 12 22.6 13.3 19.9 15.1 11.9 6-2 24 30.9 9.7 27.1 11.1 12.3 

2-3 12 22.7 13.2 20.7 14.5 8.8 日-3 24 30.9 9.7 27.7 10.8 10.4 

2-4 12 22.7 13.2 19.7 15.2 13.2 6-4 24 30.9 9.7 26.4 11.4 14.6 

2-5 12 22.7 13.2 19.3 15.5 15.0 6-5 24 30.9 9.7 26.2 11.5 152/) 
2-6 12 22.2 13.5 19.5 15.4 12.2 6-6 24 31.3 9.6 26.5 11.3 15.3' 

3-1 14 24.6 12.2 21.8 13.8 11.4 7-1 28 33.3 旦0 29.5 10.2 11.4 '-.. 

3-2 14 24.6 122 21.0 14.3 14.6 7-2 28 33.7 8.9 29.6 10.1 12.2 

3-3 14 24.6 12.2 222 13.5 9.8 7-3 28 33.3 9.0 30.3 9.9 9.0 

3-4 14 24.6 122 20.9 14.4 15.0 7-4 28 33.7 8.9 29.0 10.3 13.9 

3-5 14 24.8 12.1 20.8 14.4 16.1 7-5 28 33.3 9.0 28.3 10.6 15.0 

3-6 14 24.4 12.3 21.4 14.0 12.3 7-6 28 33.7 8.9 29.2 10.3 13.4 

4-1 16 26.1 11.5 22.3 13.5 14.6 8-1 32 34.9 8.6 31.3 9.6 10.3 

4-2 16 26.1 11.5 22.5 13.3 138 8-2 32 34.9 8.6 31.4 9.6 10.0 

4-3 16 25.9 11.6 232 12.9 10.4 8-3 32 34.9 8.6 32.6 92 6.6 

4-4 16 26.1 11.5 22.0 13.阜 15.7 8-4 32 34.9 8.6 3U5 9.8 12.6 

4-5 16 25.9 11.6 21.8 13.8 15.8 8-5 32 35.3 8.5 30.6 9.8 13.3 

4-6 16 25.6 11.7 22.4 13.4 12.5 8-6 32 34.9 8.6 30.8 l__9.7 11.7 
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3-3 緋汚染度

よ志
1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

1-5 

1-6 

2-1 

2-2 

2-3 

2-4 

2-5 

2-6 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

4-1 

4-2 

4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

酸化マグネシウムの白度11:対する緋態の長緋部分B. D. Eの反射率を測定し. 100 

一反射率を汚染度とした。

測定機種 目立200-20形分光光度計

測定波長 500= 

染色 染色 汚 染 度 よ認抱合数
時間 温度 B I D I E 

B rrr 30.C 40.1 38.6 372 5-1 

8 15 30 49.0 46.8 322 5-2 

8 120 30 63.4 54.9 44.6 5-3 

B 2 80 43.1 31.3 29.2 5-4 

8 15 80 47.3 38.7 36.5 5-5 

8 120 80 66.6 63.7 56.0 5-6 

12 2 30 30.8 32.5 24.5 6-1 

12 15 30 40.9 36.4 31.3 6-2 

12 120 30 66.4 56.0 45.7 6-3 

12 2 80 40.4 33.4 30.3 6-4 

12 15 80 45.2 432 36.7 6-5 

12 120 80 74.9 59.7 53.9 6-6 

14 . 2 30 302 26.0 24.1 7-1 

14 15 30 43.1 36.7 38.5 7-2 

14 120 30 65.3 58.0 522 7-3 

14 2 80 37.4 28.9 28.0 7-4 

14 15 80 49.9 36.5 29.3 7-5 

14 120 80 63.3 61.3 55.3 7-6 

16 2 30 47.6 34.8 28.6 8-1 

16 15 30 42.3 35.8 33.3 8-2 

16 120 30 63.3 56.3 48.4 8-3 

16 2 80 36.3 35.3 33.4 8-4 

16 15 80 46.8 37.7 33.8 8-5 

16 120 80 62.4 58.1 52.6 8-6 

-26ー

染色 染色 汚染度
抱合数

時間 温度 B D E 

20 2 30 33.3 25.1 19.4 

20 15 30 41.3 29.9 28.0 

20 120 30 59.3 53.3 40.4 

20 2 80 33.7 32.1 30.7 

20 15 80 44.4 40.6 39.3 

20 120 80 60.0 582 53.5 

24 2 30 37.0 29.1 22.3 

24 15 30 42.9 332 27.5 

24 120 30 61.0 49.5 46.7 

24 2 80 31.1 25.1 29.6 

24 15 80 43.9 39.8 362 

24 120 80 642 55.3 49.6 

28 2 30 28.6 26.3 23.4 

28 15 30 36.1 312 27.4 

28 120 30 57.3 50.1 48.1 

28 2 80 33.0 27.4 29.6 

28 15 80 38.0 33.9 28.1 

28 120 80 54.7 54.1 55.4 

32 2 30 28.4 23.4 22.5 

32 15 30 47.5 40.7 30.0 

32 120 30 56.3 44.8 42.3 

32 2 80 33.6 31.6 

32 15 80 442 34.0 28.8 

32 120 80 57.6 53.4 50.7 
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3-3-2 染色時間一定のときのガス綿糸引込密度，染色温度と汚染度

30'C 100ト 80'C 
染色時間2min

一・- B 90卜 90 
-d _ D 

-x-E 80 80 

汚 70 汚 701-

染 染

度 60 度 601-

8 
50卜 50 1ー

40 -

、ふぐ-イ¥
401ー

301-

20卜 海_.- ，、
201-

10ト

f i g 7 f i g 8 

。 。
8 12 14 16 20 24 28 32本 8 12 14 16 20 24 お 32本

抱合数 抱合数
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3-4 染料浸透度

|選
1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

1-5 

1-6 

2-1 

2-2 

2-3 

2-4 

2-5 

2-6 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

4-1 

4-2 

4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

酸化マグネシウムの白度に対する緋態の十の字緋部分A，C， Fの反射率を測定し，

100一反射率を浸透度とした。

測定機種 目立200-20形分光光度計

測定校長 500n皿

染色 染色 浸 透 度

|よ認抱合本数
時間 温度 A I C I F 

8 
，n 

30X: 54.9 552 55.8 5-1 

8 15 30 62.1 69.6 73.0 5-2 

8 120 30 75.6 86.5 86.4 5-3 

8 2 80 50.0 57.8 57.1 5-4 
. 

8 15 80 63.3 66.0 69.5 5-5 

古 120 80 80.9 85.6 86.5 5-6 

12 2 30 48.5 50.6 58.3 6-1 

12 15 30 61.6 61.5 71.7 6-2 

12 120 30 75.5 82.4 847 6-3 

12 2 80 47.0 502 55.1 6-4 

12 15 80 57.1 58.3 64.8 6-5 

12 120 80 80.0 80.1 83.3 6-6 

14 2 30 44.6 47.6 45.3 7-1 

14 15 30 582 54.3 64.3 7-2 

14 120 30 74.5 81.1 83.4 7-3 

14 2 80 47.7 50.7 57.9 7-4 

14 15 80 55.0 57.8 59.8 7-5 

14 120 80 77.2 76.7 80.0 7-6 

16 2 30 39.4 41.3 40.6 8-1 

16 15 30 57.1 59.2 61.0 8-2 

16 120 30 79.3 79.8 80.9 8-3 

16 2 80 44.7 48.1 49.9 8-4 

16 15 80 56.5 61.4 62.6 8-5 

16 120 80 74.3 73.5 77.8 8-6 

.:..¥)哲一

染色 染色 浸透度
抱合本数

時間 温度 A C F 

20 2 30 34.1 46.5 38.4 

20 15 30 51.9 54.9 59.4 

20 120 30 75.3 75.0 78.8 

20 2 80 41.7 472 502 

20 15 80 54.4 57.0 59.6 

20 120 80 69.5 76.6 77.‘9 

24 2 30 44.0 41.4 39.3 

24 15 30 49.2 65.9 57.6 

24 120 30 69.9 712 77.9 

24 2 80 39.3 44.9 53.7 

24 15 80 51.5 57.0 56.3 

24 120 80 69.5 74.3 74.1 

28 2 30 36.5 38.9 43.3 

28 15 30 53.4 58.0 61.3 

28 120 30 63.9 70.2 79.0 

28 2 80 42.7 42.0 42.1 

28 15 80 47.9 56.3 582 

28 120 80 70.7 67.9 70.5 

32 2 30 36.2 35.5 40.0 

32 15 30 50.7 59.8 58.5 

32 120 30 68.1 69.5 72.4 

32 2 80 41.4 46.4 48.0 

32 15 80 47.5 54.9 53.7 

32 120 80 65.7 72.5 71.1 

¥_.) . 
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3-4ー l ガス綿糸引込間隔一定のときの染色時間，染色温度と染料浸透度

A 30
0

C 1001- 80
0

C 

染色時間

. 2min 90卜 90 1ー

ム 15min

X 120 min 80 

トイ¥γ
80 1一

浸 70 浸 701-

透 透

度 60 度 60

¥ 
訟 50 企 50 

40 

-̂一
40 

30 30 

20 20 

10 fig 13 101- f i g 14 

- ・・・ ・ • ・ . 。
8 12 14 16 20 24 28 32本

。
8 12 14 16 20 24 28 32本

抱合本数 抱合 本 数
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3-4-2 染色時間一定のときのガス綿糸引込間隔，染色温度と染料浸透度

30
0

C 80
0

C 

100 

染色時間2国 n

• A 90 

oC  

XF 801- 80 

浸 70 浸70

透 透

>:l 
度 60 度 60

50 50 

40 40 

30 30 

20 

fig 19 f i g 20 

'-' 
8 12 14 16 20 24 28 32 本

。
B 12 14 16 20 24 28 32 本

抱合本数 抱合本数
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4. 考察およびまとめ

4-1 ガス綿糸織縮率および織締第

4~1-1豊富鋤締態の構造は，一般にヨコ糸がFテ糸より太く，タテ糸・ヨコ糸の屈曲状態

の観察からタテ糸だけが屈曲し，ヨコ糸がまっすぐになっている「タテ曲り構造J

である。

4-1-2 

ヨコ糸の断面が円形であるとすると， ヨコ糸の直径aは次式で表わされる。

a~告-d

L:見本の長吉

m: Lの打込本数

d :ガス綿糸の直径

(1) 

ほぐしたときのガス綿糸の長さUは次式で表わされる。

ど=且ヰ旦旦 (1-Tt百}

=をL川 l一市) (2) 

t:織締時のガス綿糸伸度

己のときのガス綿糸織縮率8は次式となる。

O~100 (1ーが
~ 10日付一一一-iTー f (3) 

l π(ト訪ド l

総締時のガス綿糸伸度tを2あとすると(3民から織縮率は， ヨコ糸の太古，すな

わち抱合数と関係なく 35.0Sあとなる。 3-1-3の実測値と比較するとかなり

の差があるのは，ヨコ糸の断面を円形であると仮定したためと恩われる。実際に

は，ヨコ糸は上下から圧迫されて偏平となっていると思われる。

ヨコ糸の断面が次図のようなレ ストラ・yク状であるとすると

次式が導かれる。

d 
α 

α=長一 d

C~α3 

箆の厚さ Pは次式で表わされる。

P~ß+2d 

-40-
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(5) 

(6) 



ほぐしたときのガス綿糸の長さ U'は.(4) (5)式から，次のようになる。

.li+d 
L" ~m (C+一宮-"-7r) (1-τ百す) (7) 

このときのガス綿糸織縮率 は次式となる。

α~ 100 (1ーも) (8) 

染色前の抱合数別打込本数厚きは，次表のようになる。

」二ま 棚 1/17ス 本/cm 厚さ胴

8 0.61 16.4 0.56 

12 0.75 13.3 0.66 

14 0.82 122 0.72 

16 0.87 11.5 0.72 

20 0.95 10.5 0.77 

24 1.03 9.7 0.87 

28 1.12 8.9 0.95 

32 1.17 8.5 0.99 

)

)

 

上記の表の胴/17スは，士=α+dl<::相当する。故1<::絹糸の抱合I<::J::7.，長径αは去からガ

ス綿糸直径d (約0.1剛/圧力 101.9g /cnl)を引いたものになる。

長径αが，抱合数1<::よってどのように変化するかは，理論的1<::.抱合数の平方根に比例するの

ではないかと恩われる。

α~C1Jll 

Cl :比例定数

(9) LJ 
n 抱合本数

ここで比例定数Clは，絹糸の繊度と撚数と糊の付着率で決まる。すなわち. Cl~ f (織度，撚銑

糊の付着率jとなる。糊張り時の糊の付着率を一定にして絹糸の繊度と撚別に比例l定数Clを決め

ておけば抱合数別の基準となる長径がが求められ，打込本数も決まる己とになる。

乙の試験では，繊度40g /2500 m.撚数300T/mの絹糸を使用している。 ζの場合の比

例定数Clを求めてみる。
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ふ L α~~ d(叩:) Cj 一一〈醐}m m 

8 0.61 0.51 0.1803 I 

12 。.75 0.65 0.1876 

14 0.82 0.72 0.1924 

16 0.87 0.77 0.1925 

20 0.95 0.85 0.1901 

24 1.03 0.93 0.1898 

28 1.12 1.02 0.1928 

32 1.17 1.07 0.1892 

ζの表のCjの平均をとって，次式でJ._とnの関係、が求められる。

。ι~ 0.1893 j llω  

表の厚きは. p=β+2dl1:相当する。故に絹糸の抱合による短径FはPから 2dを引いた

ものになる。

短径βも長径J，.と同検11:次式で表わされる。

，8~Czrn 

Cjと同様にCzを求めると次の様になる。

[1) 

話通校 P 寮臨 ß~P-2d(胴} Cz 

B 0.56 0.36 且1273

12 0.66 0.46 且1328

14 0.72 0.52 0.1389 

16 0.72 0.52 。1300
20 0.77 0.57 0.1275 

24 0.87 0.67 0.1368 

28 0.95 0.75 0.1417 

32 0.99 0.77 0.1361 

己の表のCzの平均をとって，次式でβ とnの関係が求められる。

...8 ~ 0.1338 Y了 n2

(8拭11:.(4)， (5)， (7)， (9)， [1試を導入すると次の椋になる。

Ö~100~L- C1F+t  ~100< L- -'~ 

l (Cj-C計料、/τ+三一¢

-42ー



U拭 11:.n叫 m試の Cj. C2の値を代入すると

1. 0.1893Jnrl-d 1 I 
Õ=100~ 1一一一一一一τ一・一一一τ一} 凶

I 02656m +~ d 1-二一 l、 2- • 100 J 

任生式11:. t =2場(仮定Jを代入して整理すると

8 J旦芸寸= 2726 +ー一一一一一一T US 
JTI + 5.91 d 

U5:式K.おいて，ガス綿糸の直径dは，約 0.1醐(測定圧力 101.9g /c1!l)である。さらに抱合数

nは正の大きい整数と仮定している。右辺第ニ項は単調減少澗数だから，企が大きくなると 8

は漸近線 o=272611:近づく。

US式で求めた 8の値を理論値として，実測値との比較をしたのが次表である。

ぶ思 o (実測値j o (理論値J &=15竺笠
8 26.5 5あ 28.6% 0.93 

12 25.3 " 28.4 " 0.89 

14 26.2 " 28.3 " 0.93 

16 25.8 " 28.3 " 0.91 

20 25.4 " 282 " 0.90 

24 25.2 " 28，1 " 0.90 

28 25.2 " 28.0 " 0.90 

32 25.8 " 28.0 " 0.92 

上記表において実測値と理論値とのずれは，約 10lあである。 ζれは，ガス綿糸の縮率測定11:

¥ i、

¥_/ . 

おりる誤差および実際の形状とレーストラック断面モデルとの相違によるものである。 ιの中で ¥ ) 

は，測定誤差の占める割合が多いように恩われる。 V.
乙ζで.U4)，王匂Eおいてn→Oとしたとき 8→ 35.0，晶となり，円形断面モデルと仮定したとき

の値と一致する。

以上のことから，ガス綿糸締縮率は約 28%と結論できる。

4ー 1-3

4-1-2において，織締鍾における 17スの断面の長径αと短径sを求める実験式品目.U2 

を導入したが，乙れと実測値との比較をFig251L示す。

図から，実測値IL対して，叫 U2の実験式を導入できる己とがわかる。

ζ の乙とから，通常の抱合本数8-32本においては，織締箆におけるアスの断面の円形からの

ずれ，偏平率は，約0.7であるととがわかる。
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次I1:A社の締基準を例にとる。乙乙では繊度と撚数については不明である。

化染糸 泥染糸

抱合数
む

抱合数
L 

m m 

20 0.92 

16 0.86 16 0.80 

14 0.80 14 日75

12 0.74 12 0.70 

10 0.68 10 0.65 

B 0.62 8 0.60 

化染糸，泥染糸それぞれについて(9ばの比例定数Cを求めると次のようになる。

化染糸 泥染糸

品設¥ _1_ ぴ=.L-d C 尚¥ ...1 α= L_-d m 汀1 m m 

20 0.92 0.82 0.l834 16 0:80 0.70 

16 0.86 0.76 0.l900 14 0.75 0.65 

14 0.80 0.70 0.l780 12 0.70 0.60 

12 0.74 0.64 0.l848 10 0.65 0.55 

10 0.68 0.58 0.l834 B 0.60 0.50 

8 0.62 0.52 0.l838 
」

己れから，化染糸については

α=  0.1839Y r l凶

C 

0.l768 

O.l 739 

0.1732 

0.1737 

O.l 7 50 

l) / 泥染糸については
¥_) 

α=0.l745ゾn U司

となるo

u日， U7民をグラ 711:描き，実測値と比較したのが Flg26である。

Fig 25， 26から，抱合数と打込密度の関係がわかる。すなわちα=Cvnの比例定数Cの値

を目付と撚数によって定めておけば基準となる 17スあたりの長径αが求まり，長径IXKガス綿

糸の直径dを加えたものが，織締主主の中で占める 17スあたりの幅となる。

性) ζ 己では，抱合数 8本以上について述べている。最初の仮定で横糸が経糸よりも十分太く，

「タテ曲り構造Jとしているので，抱合数が少くなると，横糸が屈曲していくのでここで述

べたζ とは適用できない。
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4-2 緋汚染度

緋汚染度を調べるためι 長緋部分B (2モド〆1羽). D (2モト・ 3モト交互/1羽h

E (3モト/1羽}の汚染度を調べた。

Figl-12まで全体を通じて抱合数の増加とともに汚染度は減少する傾向になっている。

Eれは抱合数が増加すれば防染用ガス綿糸のすき聞から浸透する染料に汚染される本数の割

合が減少するためである。汚染の面からだけ考慮すると抱合数が多い方が良いEとになるが，

緋鐙の染色の場合，地部分への染料の浸透による緋の F色切れ」を考慮しなくてはならない。

Fig 1-6から，ガス綿糸引込本数別の染色温度と時間別汚染度変化を知る ζ とができる。

B，D，Eともに，染色温度カ塙い程また染色時間が長い程，汚染古進行する ζ とがわか

る。

Fig7-12から染色時間別の染色温度とガス綿糸引込密度別汚染度変化を知る乙とが

できる。各染色時間ともに，がス綿糸引込密度が大きい程汚染が小さいζ とが定性的にわか

る。

4 -3 染料浸透度

染料浸透度を調べるために，十の字緋部分A(3羽/1間). B (4羽/1間). F (5 

羽/1間)の浸透度を調べた。なお乙の浸透度は地部分への染料の浸透11:緋部分の汚染を加

えたものである。

Fig 13-24まで全体を通じて抱合数の増加とともに染料浸透度は減少する傾向を示して

いる。 ζれは抱合数が増加すると十の字耕部分の防染泊ガス綿糸のすき間から浸透する染料

に汚染される本数の割合が減少する乙とと，地部分の染料浸透度が減少するためと恩われる。

Fig 13 -18から，防染用ガス綿糸の間隔別 CA. C. F)の染色温度と時間別浸透度変

化を知る己とができる。 A.C. Fともに染料浸透度を良くするためには，温度を高くし，染

色時聞を長くすればよいιとになるが.その場合緋の汚染も進行する乙とを考慮する必要が

ある。

Fig19-24から，染色時間別の染色温度と防染用ガス綿糸の間隔別浸透度変化を知る乙

とができる。防染用ガス綿糸の間隔が狭い方が単位面積あたりの防染面積が大きく，緋と緋

の聞の地部への浸透も遅くなると思われる。各染色時間の図から，浸透度はA.C. FのJ艇

に大きくなっていくことが大体わかる。 Eの乙とから，防染用ガス綿糸の間隔が通う場合，

抱合数別11:.染色温度によって最適な染色時聞があるはずだが Lの実験からは，明確な値

を見出す乙とは困難である。
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(4) 古典緋文様の調査研究

徳永嘉美

今村順光

1 目的

伝統的古典緋文様を調査研究する ζとによりその特質となるエヮセンスを見い出し，古典調大島

紬緋デザイン開発の基礎資料を得る。

2 調査方法

(11 大島本島，及び周辺離島区現存する古典柄端切れ，図案の収集及び写真撮影。

(21調査対象を配列嶋成の違いにより 4項目に分類しそれぞれの柄名，年代，加工法などを記録

する。

3.結呆

今年度は主11:古典緋サンプル作成のため当所資料の図案復元を行なった。

なお復元した図案については分類，整理し，次年度11:報告したい。

当所においてこれまで収集した古典緋は情報等の不足により数量的にごく僅少である。しかしなが

らいまだ大島郡全域にわたって狸れた資料が多く残されているものと予恕され，今後とも継続的に

調あ収集を行う必要があると考える。

(5) 合成染料染色の大島紬の風合改善試験

丸山武満・白久秀信

1 目的

合成染料で染色する色大島紬は，従来の泥染大島紬より地風が堅く，その上しわになり易い欠点

があるので，乙れを改善するため前年から継続して試験した。昨年度は合成染料と草木染の複合

染による改善試験をお己なったが，本年度は柔軟剤による処理試験をお乙なった。

2 試験概要

予備試験として柔軟剤 5種を各々絹糸iC処理しその中から大島紬に適するとJ思われる柔軟剤 1種

を選定又武験方法及び処理法はζれまでおこなった予備試験で良好な結果が得られた処理法で試験

した。

2-1 試料

処理する柔軟剤~ノンプライトM-55

-48ー



処理する試料~大島紬用絹糸

2-2 処理法

(1)処理由Iの量

水 1.111:/"プライトM-55 30田

ソーダ灰 0.4g 

(2) 溶解法

上詔1)の水1111:/ "プライトM-55. 30ccを常温液で良く撹持する。約1時間で混合

液は白濁液から透明液になる。

(3) 処、理 r 法 t

上詔2l11:よって透明になった液11:あらかじめ水で湿?した糸を繰入れ20分間処理後上

詔1)のソーダ灰0.4gを溶解して加え，さらにこの液で20分間操作，その後25分を要し

て60-650cに昇温後水洗せずにそのま h脱水乾燥する。

(4) 乾燥処理今

前詔3)11:よって処理した糸を 15分間処理後水洗

(5)処理後の絞り法による糸の増盆率はつぎのとおり

かるく手絞りした糸 89ち

70lあ程度手絞りした糸 5% 

脱水機で絞った糸 59島

2-3 処理後の各試験別の暗果

(1)処理後の変質調査

乙の処理後，仕上加工及び製品化後11:絹糸が変質する乙とも考えられるのでつ吉の各処

理をなし，絹糸の変質状態を調査した。

0-

(7) 19 / tのライトシリコンM807被でソ ピング水洗

(1) 19/tのマルセル石鹸水で煮棉5分して水洗

{ウ) 19/Jのアミラジン液でソーピング水洗

iエ) 2g /1のホワイトクリナ 液でソ ピング水洗

lオ) 19ノ2のアニノール液で処理後水洗

的)ベンジンで処理水洗

(キ) PH4の酷酸水で処理後 19/1のアゾリン放水洗

)
)
 

{ク) PH8の炭酸ソ ダ液11:処理水洗

(ケ) PH8の苛性ソーダ液11:処理水洗

{コ) 30分間蒸熱処理
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以上10種の処理をなし. 1年経過後にも，絹糸の変質状態を調査した均九変質は認めら

れない。

(2) 処理後の強伸度調査

上記1)によって処理した糸を1年後に測定した結果，つぎのような結果由呼皐られた。

上詔1)の処理法別 強 度 伸 度

未処理の糸 576 g 15.7 % 

tア)の処理糸 446 13.7 

(イ) " 416← 11.7 

(ウ) a陵 410 14.2 

(ェl" 406 12.7 

防) " 396 13.2 

仇) " 351 11.2 

(キ) " 371 12.7 

{ク) " 386 13.2 

(ケ) " 376 11.2 

{コ) " 350 10.2 

上記の結果からして処理糸は強伸度がやh低下しているものもあるが，洗剤で処理した

糸は大体良好である。

(3) 処理後の各染色糸の竪ろう度試験

処理糸の日本工業規格による摩擦，耐光，熱湯の各(竪ろう度}試験の結果はつぎのと

おり

染 料 染色濃度
摩竪ろう度擦

耐光
熱湯堅ろう度

名
堅ろう度 汚 染 変退色

シリヤスフワストプノレー3GL 29届 5級 5級 5級 5級

ダイレクトフワストグリンGB 2 5 3 5 5 

ダイレタトスプラブラウンTN 2 4-5 7-8 5 5 

ターイレクトフワストプラックR 5 2-3 7-8 5 5 

ダイヤゾールレットBS 5 4-5 7-8 4-5 5 

シリヤスフワストイエローGR 2 5 7-8 5 5 

イJレガノーJレプ'Jレ BS 2 4-5 7-8 5 5 

アンスラセンレァドGRN 5 3 7-8 5 5 

スプラノ Jvサイヤニンプル GR正 5 3 7-8 5 5 
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染 料 名 被色濃度
摩擦 耐光 熱湯堅ろう度

堅ろう度 堅ろう度 汚 染 変退色

イルガノールプリリアントイエロ 3GL 2~包 5級 7~8級 5級 5級

スプラノーJレプリリアントレッドB 2 4-5 7-8 5 5 

カヤカランプラック 2RL 5 2-3 I 6 5 5 

H H BGL 5 2-3 7-8 5 5 

イルガランブラウン2GL 2 5 7-8 5 5 

イwjlランオリープGL 2 5 7-8 5 5 

上記の結果からしてプラックの染色糸が数種類摩僚と耐光竪ろう度に弱いのがある杭それ

以外は堅ろである。

(4)大島紬用の緋染色した糸の柔軟剤拠理後の試験

染 料 名 染色濃度
熱湯試験

変退色
緋の汚染

汚 染

ダイレタト7ワストプラック R 5 9悼 5 級 5 級 汚染なし

カヤノールミーリングプラックTLR 5 5 5 H 

カヤカランプラック 2RL 5 5 5 H 

イソランプラウン 2K3GL 2 4-5 5 H 

アンZラセンレット GRIL 5 5 5 H 

カヤカランカーキGL 2 5 5 H 

上記のとおり染色の堅ろう度も良好で白緋の汚染もなく従来の緋と変らない結果が得られた。

(5) 前詔4)によって染色した大島紬用緋糸処理後の強伸度

大島紬用耕民染色した糸の柔軟処理

1年後の強伸度は，つぎのとおり

染 料
強 度 {申 度

名
未 処 理 処理糸 未 処 理 処理糸

ダイレタトフワストプラ・ノデ R 486 g 481 g 12.7% 11.79島

カヤノーノレミーリ Yグプラック TLR 486 466 12.7 10.7 

カヤカランプラック 2RL 481 471 13.2 11.7 

イソランプラウン 2K3GL 426 416 12.2 9.7 

アンスセンレット GRN 481 461 12.7 10.7 

カヤカランカーキGL 468 455 12.0 11.5 
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(7)糸の処理と製織

前記のとおりこの処理によって 5~島程度増宣するので 37g 付き絹糸を前記 2-2の方

法で処理した糸を 15半ヨミ織密度で処理してない糸も同一状態で製織した後測定したそ

の結果はっきのとおり

シワ回復率〈モンサント法) 風合(トータルハンド)

ノ 処未理
タテ方向 60 g幅 E 

プン
6 4 

ヨコ H 70 

イラト 処 fIテ H 74 

理
43 

ヨコ H 70 

従来の タテ H 50 

色大島紬
78 

ヨコ H 55 

泥染 タテ N 7 1 
大島紬 45 

ヨコ H 70 

a考 案

(1) 己れまでの試験で，己の処理によって絹糸の強伸度がや主低下するものもあるが，己の処理期j

は媒染剤と同織なものであるから処理後は充分洗剤で洗い，さらに水洗する乙とにより乙れを防

止することができると思われる。

(2)染色堅ろう度はム部不竪ろうな染料があるので.これらの染料は使用しないほうが良い。

(3) 前記112)は結染糸ICよる結果であるが緋糸の結果は竪ろう度及び絹糸の強伸度とも良好である。

(4) この試験の目的である織花の風合は前記表のとおり従来の色大島紬より良く，又泥染紬11:近い

風合が得られ良好な成果カヰ皐られた。

(5) なお乙の試験は柔軟剤l種及びl定量で試験したので別の柔軟剤及び処理量を増減した試験を

さらに継続して実施する乙とにしたい。

(6) シヤリンパイ染色法の改善試験

丸山武満・白久秀信

1 目的

泥染大島紬の染色は奄美地方に自生している植物染料のYヤリンパイを染色の都度採取して煎

出した染被と自然の泥田で染色し，その染色は染色者の手法で長い経験と勘によって染色がお己な

われている。
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三〆良好な染色を得るには，これを染色するシヤリンパイ及び泥田の季節別並びに生えている場所，

ヤリンパイの節分別の質，煎出液の採取畳， さらには石灰媒染及び染色工程，染色時間等幾多の基

EれまでEれら基本になる基礎試験をおこなってきたが，本によって猿色IC当る己とが必要であり，

本年度はつぎの試験をおζなった。

試験概要

2-，) 

2 

乾燥法別及び絹糸の目付け別染色試験

泥染大島紬の地糸はシヤリンパイ液で十数回，泥田で 2回途中乾燥を数回おこなって染色

するのであるが， 乙の乾燥法に熱風と自然乾燥の方法がおこなわれている。本試験は下記の

1 

'--'ノ“

染色工程で染色し乾燥は熱風乾燥と自然乾燥及び熱風と自然乾燥を併用した3種の乾燥法で

染色した。

40g付きの大島紬用絹糸を一緒11:下記の工程で染色した。30g， 又，染色試料は 24.5g，

回

染色法及び染色工程

乾

乾

乾

乾

染

染

染

染

乾

染

染

染

染

残

染

染

染

染

残

石

石

石

石

韓

間

熱

熱

熱

熱

熱

2-2 

田

上記染色工程の説明

残~シヤリンパイ染色した残波で糸を染色

乾~上記乾燥法別に乾燥して染色

熱~シヤリンパイの熱波11:糸を浸漬放冷

._)_ 
石~石灰水で糸を媒染

染......V'ヤリンパイ新液で糸を染色

回~泥田で染色

果結3 

2で染色した糸の摩擦堅ろう度は日本工業規絡のクロ γクメ ターで試験し，上記 2-1. 3-) 

その判定は同規格のグレ スケールを基準にして判定した。

絹糸の目付け別 熱風乾燥 自然乾燥 熱風， 自然乾燥

24.5g付き絹糸 3-4級 3-4級 3 級

30.og付き絹糸 3 級 3-4級 3 級

35.og付き絹糸 2 級 3 級 2-3級
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3-2 染色後の増盆寧

絹糸の目付け別 熱風乾燥 自然乾燥 熱風，自然乾燥

24.5g付き絹糸 3 4 % 33 % 3 1 % 

30.0g付き絹糸 3 2 5晶 32 ..% 32 5幅

35.0g付き絹糸 32 % 34 % 36 % 

3-3 染色濃度

絹糸の目付け別 熱風乾燥 自然乾燥 熱風， 自然乾燥

大島紬に利用で 大島紬11:利用で 大島紬に利用で

24.5g付き絹糸 きる濃度に染色 きる濃度に染色 きる濃度11:染色

されている。 されている。 されている。

30.0g付き絹糸 上記11:同じ 上記11:同じ 上記に同じ

35.0g付き絹糸 上記11:同じ 上記11:同じ 上記に同じ

3-4 手触り

絹糸の目付け別 熱風乾燥 自然乾燥 熱風，自然乾燥

24.5g付き絹糸 大体良 大体良 大体良

30.0g付き綿糸
や h 堅い

大体良
や〉堅い

感 じ あ り 感じあり

35.0g付き絹糸
や b 堅い や〉堅い や〉堅い
感 じ あ り 感じあり 感じあり

4 考 察

4ー l 摩療竪ろう度は綿糸の目付けが小さい程竪ろうで， 目付けが大きくなるに従って不竪ろう

になる結果が得られた。己の原因については，染者度によるものか又は糸が太くなる乙とに

より不堅ろうになるかについては今後さらに調査する必要がある。

4-2 染色工程における乾燥法別の染色竪ろう度は自然乾燥して染色した糸が堅ろうでつぎに自

然乾燥と熱風乾燥を併用して染色した糸及び熱風乾燥だけで染色した順にや〉不竪ろうな結

果カヰ専られた。

ζ のように自然乾燥法が竪ろうに染色される理由として長時間空気に晒す乙とにより，染色

が酸化され竪ろうになったものと思う均九己れは染色の竪ろう度と省エネの l石2烏にもな

るので好天の日は天日乾燥を行うよう業界11:推奨したい。

4-3 染色濃度及び染糸の手触りについては前記表のとおりの結果が得られた払 Eの程度は大

島紬の品質を大きく左右する状態ではない。

以上の試険によって竪ろうなシヤワユィパイ染色法の指導試料が得られた。
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(7) 絹糸の撚回数別シヤリシパイ染色試験

西 決 造

1.目的

γヤリンパイ染色における毛羽の発生は撚りの強弱によるのか染色のもみ込み加減によるのかそ

の原因を調べるため撚りの強弱別の染色濃度，光沢，絹糸の脆弱度等の試験を行う。

2 試験概襲

(1) 試 料

30g付大島紬用絹糸の撚回数55固. 94回. 207固. 242回. 300回. 344回. 441回

の試料を作成。

(2) 染色法

染色方法は弱いもみ込染，強いもみ込動泥染工湯による藍下染からの染色には残液で8回

熱液で4回常温液で27囲，泥土で2回染色した。

泥染工場による白絹糸からの染色には残液で8回熱波で5回，常温液で 33回泥土で2回染色

した。

(3)染色糸の試験

(3)ー l 熱湯竪ろう度試験

熱湯試験ピカ法(1号}

(3)-2 汗竪ろう度試験

汗試験A-1法

(3ト3 摩擦竪ろう度試験

摩擦試験機 I形で乾摩擦試験を行った。

(3)-4 増量の試験

染色前後の絹糸の重量を測定

(3)-5 脆弱度試験

染色前後の糸の強伸度を測定

(3ト6 反射率測定試験

平沼反射計SPR-3で測色

一-55-
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3 試験結果

染 色 法 弱いもみ込み染色

撚回数別 54 回 94 回 207回 242回 300回 344回 441回

反 B 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2. 5 

射 R 3.4 3.1 3.1 3. 1 3.1 3.0 3.0 

率 G 3.2 3. 1 3.0 2. 9 2.9 3.0 2.9 

変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

I ) 
汚

絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 I 4 -5 

染
車車 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

酸
変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

汗
汚

絹 4 4 4 4 4' 4 4 

竪 位 染
綿 4 4 4 4 4 4 4 

ろ

う ア
変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

Jレ
度 カ

汚
絹 4 4 4 4 4 4 4 

性 染
号車 4 4 4 4 4 4 4 

摩擦堅ろう度 2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 

増 量 43.17舟 4425.'ち 42.339ち 44.529ち 49.979ち 39.909晶 37219島

( ) 

富染
強度 471g 501 g 541 g 501 g 571 g 511 g 571 g 

強 伸度 172% 19.2% 22.29ち 21.29ち 28l!9恒 20.2% 22.69島
{申
度

染皇
強度 431g 481 g 521 g 487 g 535 g 521 g 539 g 

伸度 1629酪 162% 18.29島 17.6% 17.69臨 18.29届 17.2% 
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染 色 法 強 いもみ込み染色

撚回数別 55 回 94 回 207回 242回 300回 344回 441回

反 B 2.5 2.7 2.6 2.5 2.4 2.4 2.3 

射 R 3.1 3. 1 3.1 3.0 3.0 3.0 3.0 

率 G 3.0 3.0 3. 0 3.0 2.9 2.9 2.9 

変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

汚 絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 L1 
染 綿 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 ，.__) -

変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 
酸

汗 汚 絹 4 4 4 4 4 4 4 

堅
性

染 綿 4 4 4 4 4 4 4 
ろ

つ ア
変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

Jl〆

度 カ 汚 絹 4 4 4 4 4 4 4 

性
染 綿 4 4 4 4 4 4 4 

摩擦竪ろう度 2 -3 2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 

増 量 43.44，恒 43.39，届 47.86，島 42.96% 41.42% 51.94>晶 56.04，届

染 強 度 503 g 511 g 501 g 541 g 501 g 571 g 521 g 
色

強 前 伸度 182，届 202% 2029ち 222 ，唇 212'島 22.2 ，酪 21.8% )ー
伸

度 染 強度 493 g 48H 471 g 485 g 441 g 529 g 461 g 
色

後 伸度 17.6% 17.0% 182，島 1929臨 192，ち 192% 18.6% 
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染 色 法

撚回数別

反 B 

射 R 

率 G 

熱湯
変F退色

堅 汚 絹

度ろっ
染 t島

変退色

酸

汗 汚 絹

竪
性

染 綿

ろ

つ ア
変退色

Jレ
度 カ 汚 絹

性リ
染 綿

摩擦竪ろう度

増 量

染 強度

色

強 前 伸度

伸

度 染 強度

色
後 伸度

55 回

2.0 

2.9 

2.9 

5 

4-'5 

4-5 

5 

4 

4 

5 

4 

4 

2-3 

40.709島

461 g 

24.2% 

431 g 

16.2% 

一一

民間工場による藍下染からの染色

94 回 207回 242回 300回 344回 441回

2.0 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 

2.8 2.8 2.8 2.7 2.6 2.6 

2.9 2.8 2.7 2.7 2.6 2.6 

5 5 5 5 5 5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

5 5 5 5 5 5 

4 4 4 4 4 4 

4 4 4 4 4 4 

5 5 5 5 5 5 

4 4 4 4 4 4 

4 4 4 4 4 4 

2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 2-3 

44.42第 39.96% 39.50% 40.99% 39.009酪 40.14% 

461 g 511 g 491g 505 g 521 g 501 g 

20.29酪 232% 22.2% 22.2% 2229晶 22.0% 

481 g 491 g 477 g 491 g 501 g 497g 

19.0% 17.0% 17.69臨 182% 182% 1829島
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染 色 法 民間工場による白糸からの染色

撚回数別 55 回 94 回 207回 242回 300回 344回 441回

反 B 2. 1 2.1 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 

射 R 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.6 2.8 

率 G 3.0 2.9 2.9 2.9 2.8 2.6 2.8 

熱 変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4 -5 4-5 
湯
室 汚 絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4 -5 4 -5 4 -5 

度ろっ
染 綿 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4 -5 

変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 
酸

汗 汚 絹 4 4 4 4 4 4 4 

竪
性

染 綿 4 4 4 4 4 4 4 

ろ

ヲ ア
変退色 4-5 4-5 4-5 4-5 4 -5 4-5 4-5 

Jレ

度 カ 汚 絹 4 4 4 4 4 4 4 

性
染 綿 4 4 4 4 4 4 4 

摩擦竪ろう度 3 3 3-4 3-4 3 3 3 

増 量 59.00% 58.18% 58.199酪 58B59酪 57.87% 56.159事 55.859酪

染 強 度 451 g 481 g 531 g 491 g 541 g 561 g 511g 
色

強 前 伸度 222% 212% 222% 2129ち 222~甚 22.29届 22.0% 
{申

度 染 強 度 441 g 421 g 481 g 461 g 473 g 501 g 491g 
色

後 伸度 162% 142% 1729革 1829恒 182% 2L2% 212% 
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4 結呆

染色漉度を撚回数別にみると 50-250回ぐらいまでは撚回数が多くなるに従って染看護度低金

々に高くなっているが， 300-400回の撚回数では染着濃度は変らない.次に染色種別による染

着順は藍下からの染色，強いもみ込み染，弱いもみ込み染の順11:染着していた。

熱湯竪ろう度は撚回数，染色種別による変化はなかった。

汗竪ろラ度は弱いもみ込み染がわずかに不霊ろうであるがその他は染色種別，撚回数ともに変ら

ts:い。

摩擦堅ろう度については，民間工場による白絹糸からの染色が良いのは後処理をしてあるからで

撚回動染色種別による変化はないようである。

強伸度についてはばらつきはあるが撚回数の多い方が強度，伸度とも強いようである。

毛羽(スレjについては撚数 55回が多く 94回， 204回の順11:減少し， 250-300回はごく

わずかで， 350 -400回ではほとんどスレは生じていない。

5 考 察

染色種別では強くもみ込み染した方がスレが生じ易いのでシヤリンパイ染色での糸あるいは緋の

取扱いが乱雑であったり強い摩擦や圧迫を加えないように注意することが必要である。

(8) シヤリンパイ染色糸の補正処理試験

四 決造

1 目的

シヤリンパイ染色糸の色合せや濃度を高める為，酢酸や硫酸鉄で補正処理しているが1:れらの

処理剤を使って染色補正を行った場合処理剤のシヤリンパイ染色糸11:及ぼす影響を調査するため試

験した。

2 試験概要

(1)試 料

30 g付大島紬用経糸で地糸染を行う。

(2) タンニン酸の含有量測定法

過7 ンガン酸カリ法による定量分析

(3) o/ヤリンパイ染色法

白絹糸を次の大島紬シヤリンパイ染色法で染色した。

シヤリンパイ熱波で5回，常混液で 16因。泥土で3園。
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(4) 補正用処理剤

酢乱木酢酸鉄，硫酸第 1鉄，重クローム酸カリ. 0.1%. 05 ~酪'. 1.0 ~払 5.0%溶液で処

理。

(5) 摩嬢堅ろう度試験

摩擦試験機I形で乾摩擦試験を行った。

(6) 増量の測定

染色前後の絹糸の重量tを測定

(7)汗竪ろう度試験

汗試験A-1法

(8)熱湯堅ろう度試験

熱湯試験 ピ一方法(1号)

(9) 反射率測定

平沼反射計SPR-3で測色

3. 試験結果

処 理 期l

処理溶液 0.1 % 

モリゲン自在処麗リ ~ 処理

反 B 0.18 O. 1 8 

射 R 0.22 0.2 1 

率 G 0.21 。21 

摩僚竪ろう度 2 2 

変退色 4 4 
汗 酸

汚 絹 4 4 
竪 性

染 品唱 4-5 4-5 
ろ

ア 変退色 4-5 4-5 
つ Jレ

カ 汚 絹 4 4 
度

性 染 綿 4 4-5 

熱堅 変退色 5 5 
ち

汚
つ

絹 4-5 4-5 

湯度 染 綿 4-5 4-5 

増 畳

タンニン含有盈

酢

0.5 3島

~ 処理 ~ 
0.18 。18 0.19 

0.23 0.23 0.24 

0.2 1 0.2 1 0.22 

2 2-3 2 

4-5 4 4 

4 3-4 3 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4 4-5 

4 3-4 4 

4 4 4 

5 5 5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 

47.68 % 

0.42 司6
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酸

1.0 5酪 5.0 9ち

処理 ~ 処理

0.19 0.20 0.20 

0.25 0.25 0.28 

0.22 O. 2 3 O. 2 3 

2 2 2 

3 -4 3-4 3-4 

3 3 3 

4-5 4 4 

4 4 3-4 

3-4 3-4 3-4 

4 3-4 4 

5 5 5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 
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I ) 

処 理 到。

処理溶液

モリゲン前処理別

反 B 

射 R 

率 G 

摩操堅ろう度

変退色

汗 酸

汚 絹

竪 性

染 f車
ろ

ア
変退色

つ Jtノ

カ 汚 絹

度
性

染 綿

熱 変退色
湯
堅

汚 絹
ろ

度う
染 持品

増 量

タンニン含有畳

フE 糸 0.1 

I~ 処理¥ 
0.20 0.21 0.15 

0.23 0.25 0.20 

0.22 0.25 0.20 

2-3 3 2 

4 4 4-5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 

5 5 5 

4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 

木 酢 酸 鉄

0.5 1.0 5.0 

処理¥ 処理卜¥処理I~ 処理

0.17 0.14 且16 0.13 0.15 0.11 0.14 

0.20 日20 0.20 0.20 0.20 日19 0.20 

0.22 0.20 0.21 0.20 0.20 0.20 0.20 

2-3 2 2 2 2 2 2 

4 4-5 4-5 4-5 5 5 5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 5 5 5 5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

5 5 5 5 5 5 5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

47.68 % 

0.42 % 
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処 理 剤 硫 酸 第 l 鉄

処理溶液 。1% 0.5 % 1.0 ，晶 5.0勉

モリゲン前処運別 h主
処理卜¥処理卜¥処理 I~ 処理

反 B o. 1 1 且12 且10 0.10 0.1 0 0.10 o. 1 0 。10 

射 R 且20 o. 2 0 0.20 0.20 。19 0.20 0.1 9 日20

率 G 0.20 0.20 且20 0.20 0.20 0.20 0.20 O. 2 0 

摩擦竪ろう 度 2 2 2 2 2 2 2 2 

変退色 4-5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 5 
汗 酸

汚 絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 
堅 性

染 綿 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

ろ

変退色 4-5 4-5 5 5 5 5 5 5 
う

ア
Jレ

カ 汚 絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 
度

性
染 綿 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

熱湯
変退 色 5 5 5 5 5 5 5 5 

堅 汚 絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 
ろ

度つ 染 綿 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

増 量 47.68 % 

タンニン含有畳 且42 % )司
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処 理 期リ

処理溶液

モリゲン前処理別

反 B 

射 R 

率 G 

摩擦竪ろう度

変退色

汗 酸

汚 絹

堅 性
染 綿

ろ

ア
変退色

つ Jレ

カ 汚 絹
度 性リ

染 綿

熱 変退色
湯

堅 汚 絹
ろ

度つ
染 綿

増 量

タンニン含有量

0.1 % 

ハ¥処理

0.18 0.1 9 

日23 。25

O. 2 5 O. 2 3 

2 2 

4-5 4-5 

4-5 4-5 

4-5 4-5 

4-5 4-5 

4-5 4-5 

4-5 4-5 

5 5 

4-5 4-5 

4-5 4-5 

重タ ロ ーム酸カ

0.5，島 1.0 % 5.0 9包

¥ 処理I~ 処理~ 処理

0.1 9 0.1 8 0.20 0.1 8 0.28 O. 1 8 

0.26 。25 0.24 日22 。29 0.27 

O. 2 5 0.22 O. 2 3 0.20 0.25 0.20 

2 2-3 2 2 2 2 

4-5 4 4-5 4 4 4 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4 4 4-5 4 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

5 5 5 5 5 5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

4 7. 6 8 5島

0.42 3届
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処理剤由濃度別反射率(モリゲン処理糸)
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酸
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nu 
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0.5% 0.1% 

0.3 

G 0.2 

由

/ 
/ 

処理剤の濃度5% 1% 0.5% 0.1% 

反

射

率 0.1
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4 結 呆

処理後の染糸は処理前の糸11:くらべて摩擦竪ろう度が不堅ろうである。硫酸第 1鉄，木酢酸鉄処

理のものが摩擦竪ろう度がわずかではあるが他の処理剤とくらべると不竪ろうである。

熱湯竪ろう度については全般的に処理による変化はなかったd

汗竪ろう皮については， 硫酸第 1鉄，木酢酸鉄処理をした染糸は不竪ろうになるような乙とはな

かったが，重クロ ム酸カリ処理の 1-59島溶液ではわずかではあるが汗に不堅ろうになった。酢

酸処理では処理溶液が濃くなるにしたがって変退色，汚染とも不堅ろうになる。酸性がわの汗竪ろ

う度がアルカリ性がわにくらべてやや不堅ろうであった。

処理後，糸の濃度については，硫酸鉄は 0.19齢者年波で濃度が濃くなるが4つの処理剤の中で最も濃

度が高かった。木酢酸鉄は0.1婚で濃度が濃くなり溶液の濃度11:順じて染糸の濃度が濃くなった。

重クローム酸カリではわずか議度が濃くなるが 1-59路湾液で染糸が赤味を帯びた。酢酸0.1場溶

放でわずか濃度が濃くなるが1お溶液からは染糸が赤味を帯びてくる。

5. 考 察

泥染糸の色合せ宇濃度を高める為酢酸を使用しているが，使用監は 0.1%以下が適当であり使い

過ぎると泥染糸が赤味を帯び，汗堅ろう度も不堅ろうになるので注意する必要がある。
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(9) 合成繊維の泥染試験

赤塚嘉寛

1.目的

泥染色法によって合成繊維の染色が可能であるかを調べる。

2 試験概要

2-1 硫酸鉄による染色

繊維 ナイロン

ボンネJレ

，~イレン

テトロン

絹糸

染料 カッチ

硫酸第一鉄

2 1 2 (デニール)

302 " 

1 7 3 " 

250 " 

3 0 g付

0.5%soln 

l%soln 

)

)

 200篤r
1 g 

1p. 水酸化カJレνウム 0.5%soln 

染色工程

(熱染一石一染X3一石ー染x3一石一染x3一石一染x3ー乾)x 4ー

鉄ー熱染 ー乾ー鉄

各々約 6gの糸を上記の方法で染色し，重量増加率， K/S値，収縮率，強伸度等によって染

色結果を評価した。

2-2 泥による染色

繊維 ナイロン 6総 3 5 0 g 

ボンネル 4総 3 1 0 g 

染料 カッチ 0.5% soln 600.1 

水酸化カルシウム 15g/4g 

泥(タンク K保管のもの) )ム

染色工程

〔熱染一石一染x3一石一染x3一石一染x3ー乾)x 6一回一熱染乾一回

2-3 あい下染後泥による染色

繊維 ナイロン 1線 5 3 g 

ボンネノレ l総 37 g 

染料 2-2と同じ

染色工程

あい染色一(熱染一石ー染x3一石ー染x3一石一染x3ー乾)x 6一回一熱染ー乾一回
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3 結果

3 -1 硫酸鉄による染色

よ~ 重量泊加率(%) K/S(5∞nm) 収縮率(%) 

ナ イ ロ ン 1 4 2 5.3 1 0 

ポ ン 主、 ノレ 4 9.4 1 2 

/< イ レ ユ〆 -0.6 1.8 8 

ア ト ロ ン 0.8 3. 2 8 

絹 9 9 3 0.3 3 

3-2 泥による染色

よ ぞ 重量増加率(%) K/S (50加 m) 強 {申 度

ナ イ ロ ン 1 5. 7 28.4 971 U) 3 9 (%) 

ボ ン ネ Jレ 12.0 16.3 326 1 7 

3-3 あい下染後泥による染色

よ ぞ 重量増加率(%) K/S (50Qnm) 強 {申 度

ナ イ ロ ン 1 4 26.8 846U) 3 9 (%) 

ポ ユノ 方、 Jレ 8 1 4.2 401 2 1 

大島紬泥染色法11:よって合成繊維を染色したのであるが，ナイロンはほぼまっ黒に染色するとと

ができた。ボンオJレは黒くはならないが，黒11:近い褐色になる。パイレンとテトロンはうすい灰色

11:わずかに着色しただけであった。

ナイロンはポリアミド繊維であり，ボン才、Jレは塩基性のそノマーを共重合させたアタリロニトリ

Jレ繊維であるから，酸性染料によって染色するととができる。泥染は一種の酸性媒染染料であり，

その結合様式は主として配位結合であると考えられるが，配位結合が一面共有結合と造塩結合の重

なりあったものであると考えると，ナイロンとボンネルが泥染によってよく染着するのが肯づける。
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(10) 反応染料による染色試験

赤塚嘉寛

1.目的

本場大島紬の製品検査において熱湯堅ろう度試験が実施されるようになったが，従来の合成染料

の中には堅ろう度の低いのがかなりあるととが分った。大島紬の染色K利用するため，反応染料に

よる染色の熱湯堅ろう度を調査する。

2 試験概要

染料:下記21種

号

1

2

番 品名

Kayacion Red A-3B 

Ka ya c i on R e d E -S 3 B 

3 KayacionRed E-8BN 

4 KayacionOrange A-2R 

5 KayacionYellow P-S8G 

6 KayacionYellow A-3R 

7 KayacionBlue A-5R 

8 KayacionBlue P-3R 

9 Kayacion Violet A-3R 

10 MikacionBrilliantRed 5BS 

11M  i ka c i 0 n B r i 1 1 i a n t R e d 8 B S 

12 MikacionBrilliant Orange 2RS 

13 MikacionBrilliantYellow 4GS 

14 MikacionOliveGreen 3GS 

1 5 

1 6 

MikacionViolet 3R 

MikacionRedBrown 4RS 

17 Kayaci on S carl et P-NA 

18 Kayacion Navy E-NE 

19 Kayaci on B rown A-4 RD 

20 KayacionBrown E-3R 

21 Kayacion TUQuoise P-A 

糸:4 0 U付白緯絹糸(各自 g ) 

染色方法

温度

浴比

吸 収

40-50'C 

1:50 (400..l) 
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白子 ~-

無水苦硝 30g/f (12g-) 

時 間 3 0分

固 着

温 度 40-50'C 

炭酸ソーダ 2g/f (0.8 n 
時 間 6 0分

ソーピング

温度 90'C 

ノニオン系界面活性期U 0.8 g 

時間 1 5分

水洗

染料濃度は且 59百. 2%. 5%の3段階にした。

熱濁堅ろう度

]IS L0845ー 19 7 5ビーカ法(1)号Kよフた。

日光に対する堅ろう度

日光曝露によった。

3 結果

染色堅ろう度結果は次表のとおりであった。

間沢ミ 熱湯 11:対す る竪ろ

変退色 汚染〈綿)

0.5 (% ) 3-4(級) 5 

1 2 4 5 

5 4-5 5 

O. 5 3-4 5 

2 2 4-5 5 

5 4 -5 5 

0.5 4 -5 5 

3 2 4 -5 5 

5 4-5 5 

O. 5 4-5 5 

4 2 4 -5 5 

5 4 5 

0.5 4-5 5 

5 2 4-5 5 

5 4-5 5 

一71一

う度

汚染(絹)

4-5 

4-5 

5 

5 

4-5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

日光IC対す

る竪ろう度

3-4 

3-4 

4 

3-4 

3-4 

3-4 

3-4 

3-4 

3-4 

3-4 

3-4 

3-4 

4 

4 

4-5 



て番ご号コ白---度.l!._ 目
熱湯 1<:: 対する竪 ろ う度 日光に対す

変退色 汚染(綿) 汚染(絹) る竪ろう度

且5 4 5 5 4 

6 2 4 5 5 5 

5 4-5 5 5 6 

O. 5 4 5 5 4 

7 2 4-5 5 5 4 

5 4 5 5 4 

0.5 4-5 5 5 4 

8 2 4 -5 5 5 4 

5 4 5 5 4 

O. 5 4 5 5 4 v 
9 2 4-5 5 5 4 

5 4-5 5 5 4 

O. 5 5 5 5 4 

1 0 2 4-5 5 5 4 

5 4-5 5 5 4 

0.5 4-5 5 4 -5 3-4 

1 1 2 5 5 4 -5 3 -4 

5 4-5 5 5 3-4 

0.5 5 5 5 3-4 

1 2 2 4-5 5 5 4 

5 4-5 5 4-5 4 

0.5 4-5 5 4-5 6 

1 3 2 4-5 5 5 6 

5 4-5 5 4 -5 6 

0.5 4 5 5 3-4 

1 4 2 4-5 5 5 3-4 

5 4-5 5 5 3 -4 

0.5 5 5 5 3 

1 5 2 4-5 5 5 3 

5 4-5 5 5 3 

0.5 5 5 5 4-5 

1 6 2 5 5 5 4 

5 4 -5 5 5 4-5 
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熱湯 1<:: 対す る竪ろ う度 日光に対す

番号 変退色 汚染(綿) 汚染(絹) る竪ろう度

o. 5 4 5 5 3-4 

1 7 2 4 -5 5 5 3-4 

5 4 5 5 3-4 

住5 4 -5 5 5 3-4 

1 8 2 5 5 5 3-4 

B 5 5 5 3-4 

且5 4-5 5 5 4-5 

1 9 2 4-5 5 5 4-5 

5 4-5 5 5 5 

O. 5 4-5 5 5 4-5 

2 0 2 4-5 5 5 4 

5 5 5 5 4 

0.5 5 5 5 3-4 

2 1 2 4 5 5 3-4 

5 4 -5 5 5 3-4 

染色結果はいずれも鮮明なものが多かった。熱湯に対する堅ろう度は優秀である。日光K対する

堅ろう度のやや弱いものがある。煮沸染色の必要がないので， 日光堅ろう度の低くないものを選べ

ば，利用価値が高いと考える。

(11 )シャリンパイの抽出液に関する試験

操利

L 目的

泥大島紬や泥藍大島紬の増加に伴ないシャリパイを効率よく使用するために裁断方法および長期

保存方法などについて検討した。

2 概要

2-1 試料

(1) 試験11:用いたシャリパイは市販用シャリンパイチップ{約厚さ 20醐).生木，枯れ木11:分

け，生木はそのままのものを用いた。また枯れ木は 1ヶ月間放置し乾燥したものを用いた。

(2) 生木(丸太)を厚さ 2.4.8.16.32.64.100"1<::裁断した直後1<::ポリピニー

Jレ袋11:入れ密封し冷蔵庫11:保存したものを用いた。
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2-2 抽出方法

111 yャリンパイの生木を乾燥したチップを重さ 200gとし抽出液量を 1・5の割合で抽出し

た固また抽出時簡を 20時間とし，抽出温度20，40. 60. 80， 1 00 'cに設定して抽出を行

つ。

121 丸太を約直径 68町長さ 2mで比較的まっすぐなものを選定し， 2，4. 8-16. 32， 64，100 

脚 1<:裁断したサンプJレを温度80・C，抽出時聞を 20時間lζ設定しそれぞれ抽出を行なう。

131 121の方法によって裁断したサンプルを )-5固にわたって反復抽出を行う。

2 -3 抽出液の測定試験

それぞれの抽出液についてタンニン並びに蒸発残査量を測定した。

タンニンの測定方法は， ロイエンサル氏のKMnO.滴定による。

蒸発残査測定方法は，サンプル 10 O..tを蒸発乾固し，重量を測定した。

3 結果

図 1-2は温度変化によってタンニYと蒸発残査の抽出量は抽出温度が高いほど多くなる傾向に

なった。また蒸発残査物は 80 'cまで急上昇するが， 8 0 'cを過ぎるとゆるやかな曲線になった。

また生木と枯れ木では，生木の方が両者共1(多く抽出古れた。乙れは枯れ木の場合タンユン等が不

溶性となり抽出が困難なためではないかと推測される。

図3はシャリンパイのタンニン，蒸発残査共1<:厚吉を薄くするほど抽出最は多く得られた。また，

厚吉 3日開までは厚さして反比例して抽出量は急上昇するが，厚さ 30闘になるとゆるやかな曲線

になった。

生木1(ついて同一νャリンパイを 1固から 5固にわたって繰返し抽出を行ない試験したが，その

抽出量について図ム図 51L示す。タンニンの場合はシャリンパイの厚さが薄いと 1回目でほとん

どカ紬也古れ， 2回目以降はほぼ平衡状態になった。また厚吉が32棚以上なると 1回目から5回目

までの回数別抽出量の差は少ない。

蒸発残査の場合も同様に厚さが薄いと 1回目でほとんどが抽出されるが，シャリンパイの厚さが

大になると 1回目の抽出量よりもほぼ4回目から 5回目の抽出量が多くなった。

4 考察 (P PM) 

シャリンパイは，生木を出来るだけ薄く

裁断し，なるべく早く煎じた方がタンニン

分の抽出量が多く，効果的である。したが

って原木並びにチップ等の保管方法につい

ても枯渇を防止するように対処することが

必要である。
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生木と枯れ木の蒸発残査量
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リンパイの抽出回数別のタンニン量ヤt〆図4
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(12)シャリンパイ染色糸の摩擦堅ろう度増進試験

上原 満

1 目 的

シャリンパイ泥染糸の摩擦竪ろう度の向上をはかる目的で試験を行う。

2 試験概要

シャワンパイ液にカキ渋を別表濃度別IL添加して染色する。

染 色法

熱一石一染x3一石一染x3一石一染x3ー乾ー熱一石ー染X3-石一染x3ー乾一回一熱一回

染:1組に対して 50.. tの煎出液

熱:1組に対して 150，.tの煎出液，沸騰後室温になるまで放置

石:ca (0 H ) 2 1 0 O..t ( 5 g / e ) 
乾 :80"Cで 1時間

田 1%Fe SO，水溶液2eで 10分間もむ。

煎出液'シャリンパイチップの 3倍

3 結果

カキ渋を添加した染色糸の摩擦堅ろう度は表のとおりであ勺た@

み三道 新 渋 古

増量(%) 摩擦堅ろう度(級) 増量(%) 

。 4 2 2 52 

1 3 8 2 48 

2 34 2-3 48 

4 3 6 3 4 5 

6 53 3 5 1 

8 6 4 3 5 5 

1 0 6 9 2 6 1 

4 考察

渋

摩擦堅ろう度(級)

2 

2 

2 -3 

3 

3 

3-4 

3 

シャリンパイ放は多成分系のコロイド溶液である。乙れ11:含まれる成分はポリフエノール液を主

成分とし，その中でも染色にとって重要なのはカテコールタンニンである。 ζれらポリフエノール

類は PHが低い領域では溶解度が減少して沈でんを生じるが. PHを上げてやればその枕でんは消

失する。また PHを低くして長期間放置するとゆるやかな重合反応が進行して，いわゆるフロパフ

エンという水に不溶性の物質をつくるようである。一方高いPHIC長期間さらすとポリフエノール

は部分分解を受けてカルボキシル基(一COOH)を生じ，とのために浴のPHは低下してくると
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共11:.もはやζのような液では，その染着力は失なわれている。したがって煎出液の管理はシャリ

ンパイ液染色において重要である。

シャリンパイ染色では糸の増量率は 40%以上に及び，その摩擦堅ろう度が弱いというのも当然

といえば当然かもしれない。カテコールタンニンILは熱を加えるとその酸化重合が促進されるとい

う性質がある。したがって糸に設着したタンニン聞の重合をより促進できれば耐摩擦堅ろう度が向

上するという乙とは十分考えられる。いままで試みた中でこの反応を促進させうるのは熱が最も有

効のようであるが，元来シャリンパイ 11:含まれているカテコールタンニンではζ の力が弱いために

乙れよりカのあるカキ渋を選んでみた。新渋と古渋について試験した結果によると両方の渋とも最

低 4%.できれば6%以上混入すれば有効ではないかと考える。 ιの試験では増量にややバラツキ

があったとと，カキ渋を添加する ζ とにようて糸がいくらか硬くなるように感じられた。

(13)シャリンパイ液l乙関する調査

1.目的
赤塚嘉寛 操 事j

奄美産地のシャリンパイ泥染色の動向を調査し技術指導の資料とする。

2 試験概要

笠利町，竜郷町，名瀬市，宇検村の 51染色工場からシャリンパイ液2eずつを収集し，タンニ

ン濃度，蒸発残留物，比重を測定した。タンニン定量はロイエンサル氏法のKMn0，滴定によっ

た。比重測定11:は赤沼式比重計(海水用最小目盛 0.0005g/co)を使用した。

3 結果

測定結果を地区別に示すと次のとおりである。

3-1 笠利地区(昭和 56年 1月20日採取)

工場番号 タンニン分 (pp m )  蒸発残留分 (pp m)  比重 (16.5'C)

I 2748 9385 1.0030 

2 3248 999 0 1.0 0 3 0 

3 2 184 62 60 1.0 0 2 0 

4 2433 789 0 1.0 0 2 0 

5 1 8 4 1 6 4 9 0 1.0 0 2 0 

6 5 234 14555 1. 0 0 4 8 

7 3 222 7 1 8 0 1.0020 

B 3 025 10650 1. 0 0 3 3 

9 2932 8.590 1.0025 

1 0 1 420 6 1 0 0 1.0015 

1 1 3 485 5 100 1.0012 

平 均 2 888 83 8 1 1.0025 
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3-2 竜郷地区(昭和 56年2月16日採取)

工場番号 タンニン分 (pp m)  蒸発残留分 (pp m)  

2577 7 1 9 0 

2 2 5 9 1 8 2 1 0 

3 3827 922 0 

4 2 1 5 7 7 620 

5 2 380 70 60 

6 2 262 607 0 

7 2 6 3 0 7 78 0 

8 3 0 5 1 885 0 

9 3 0 2 5 8 1 9 0 

1 0 3 643 978 0 

1 1 3 327 7900 

1 2 3 5 9 0 8400 

1 3 255 1 6780 

1 4 30 9 0 8 9 5 0 

1 5 25 2 5 82 50 

1 6 344 5 9990 

平 均 2 9 1 7 8 140 

3 -3 名瀬地区(昭和 56年 3且6日採取}

工場番号 タンニン分 (pp m)  蒸発残留分 (pp m ) 

1 2 8 0 1 9870 

2 3 3 1 4 7340 

3 3 327 938 D 

4 2939 1 0 1 9 0 

5 3 07 0 7280 

6 2 577 8230 

7 1 6 2 4 5650 

8 2 847 1 00 3 0 

9 282 7 9670 

1 0 3 5 5 0 1 144 0 

1 1 217 0 6 7 9 0 

-79ー

一一

比重 (16'C)

1.0019 

1.0025 

1.0025 

1.0016 

1.0018 

1. 0 0 1 5 

1.0 0 2 5 

1.0023 

1.0020 

1.0023 

1.0025 

1. 0 0 2 2 

1. 0 0 1 7 

1.0030 

1.0020 

1.0025 

1.0022 

比重(2 0・C)

1.0032 

1.0020 

1.0028 

1.0 0 2 8 

1.0 0 2 3 

1.0 0 2 2 

1.0014 

1.0032 

1.0024 

10034 

1.0017 



工場番号 タンニン分 (pp m ) 蒸発残留分 (pp m) 比重 (20"C)

1 2 276 1 9 8 1 0 10 0 2 8 

1 3 3 6 36 12210 1.0035 

1 4 278 1 8 1 8 0 1.0 0 2 3 

1 5 230 1 644 0 1.0015 

1 6 280 7 8470 1 0 0 2 5 

1 7 1 92 6 8 340 1.0022 

1 8 23 67 801 0 1 0 0 2 0 

1 9 3 3 0 7 1 2 540 1. 0 0 3 8 

20 3 596 9 3 1 0 1.0026 

平 均 2826 8 9 6 0 1.0025 

3-4 宇検地区(昭和 56年 3月9日採取)

工場番号 タンニン分 (pp m ) 蒸発残留分 (pp m ) 比重 (15.5'C)

l 5 1 8 5 1 5 2 00 1.0061 

2 3 3 4 0 833 0 1.0 0 3 0 

3 3380 1 03 60 1. 0 0 4 0 

4 4 784 1 5 0 4 0 1.0057 

平 均 41 7 2 1 22 3 3 1.0 0 4 7 

4 考察

以上の結果を図1. 21C示した。、川'リンパイ液のタンニン含量，蒸発残留分それぞれの総平均は

2 9 7 3 p p m， 8 8 3 5 p p mであり，己れを前回調査(昭和 48年，名瀬地区タンニン2617

ハ ppm，蒸発残留分 5953ppm)と比較すると，いずれも大幅に上まわっている乙とが分る。

昭和49年度のシャリンパイ煎出液採取量別染色試験によると，タンニン濃度 1460ppm

4280ppmの範囲で濃度の高い方が低い方よりも且5級摩擦堅ろう度が優れている。 ζの点か

ら見るとタンニン濃度が増大した ζ とは一応好ましい傾向だといえる。しかし，極端にタンニン濃

度が高くなる場合，染色堅ろう度にどのような影響があるか更に確かめておかなければならない。

例えば宇検地区は他の3地区にくらべて圧倒的に高濃度のシャリンパイ液を使用している。その

宇検地区の染色工場の数は激減し，昔日の面影がない。とれは製品の品質と無関係なのだろうか。

一考を要する乙とである。タンニン濃度の増大した最大の理由は染色能率のスピードアップにある

のではないかと推測する。

比重測定によってタンニン濃度のある程度の目安をつける乙とが可能である(図2参照)。図の

パラツキは測定温度の違うものをまとめた乙と，染被の煎出後の経過時間の差によるものと思われ
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る。タンニンと蒸発残留分の比は 34%であった。これはシャリンパイ原木の品質を判定する一基

準になりうると考える。
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(6)技術指導業務等の経過

(11 技術指導の実施状況

指導項目 指導内容 地区数 件数 地 区 名

技術講習会 機織加工 3 14 笠利，瀬戸内，鹿児島

" 製織 l l 鹿児島

試験研究発表会 織広，製織染色 1 l 鹿児島

製織伎術時員研修 |製図案紘， 染締色加工. 2 鹿児島名瀬

巡回技術指導 機織加工 6 34 徳之島，天城，伊仙，住用，宇検，竜郷

" 製織 2 5 与論，笠利

" 染色 8 48 鹿児，島竜(3 回~回垂)，水，瀬伊戸薬内院， 名瀬，字検
笠利 郷(2 

大島紬検査員研修 百!型票紙L帯染百色画工， 2 鹿児島，名瀬

一般巡回技術指導 製織 1 1 0 名瀬(2固)

簡易 " " 3 1 1 瀬戸内，徳之島，和泊

" 染色 2 1 2 笠利，鹿児島

" 機織加工 l 6 喜界

移動染織指導所 I図製案紙i可染動色b工 1 5 5 鹿児島(3回〉

(21 相談による指導

染色の摩擦竪ろう度について

大島紬の斑直し法について

5ノ+リンパイ染色法について

大島紬の汚点直し法について

植物染料の染色法について

泥染糸の水洗ソーピング法について

泥藍及び泥染緋の抜染法について

合成染料の染色法について

大島紬の摩擦竪ろう度について

泥染紬の水洗及び仕上げ法について

草木染法について

染色糸の毛羽発生の原因について

絹糸の脆化原因について

72件

77件

7 1件

38件

4 1件

1 6件

1 8件

44件

1 2 4件

7件

1 8件

2 6件

1 7件
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糊剤について 1 6件

図案の考案について 49件

織物設計について 72件

締加工について 98件

製織について 78件

計 882件

131 依頼による試験等 141受託業務

依頼物件 依頼種別 件数 依頼項目 依頼種卵 件数

大島紬 ジワ回復率測定 1 5 原 料 糸 合成染料による緋染色 1 2 

" 熱湯試験 4 6 " 合成染料による綜糸染色 6 

" 強伸度測定試験 1 8 " 植物染料による餅染色 8 

" 染色試験 2 0 " 植物染料による綜糸染色 4 

" 竪ろう度試験 40 " 泥染餅抜染 4 

原料糸 定性分析 2 6 計 3 4 

染 料 定量分析 27 

計 192 

151 昭和 55年度伝習生の養成状況

養 成の目的 養成期間 養成人員
養成科目別人員

図案締加工

大島抽の専門的知識と技術を 5 5年4月~

習得させ中堅技術者となるべき 56年3月 7人 4人 3人

後絵者を養成する。 1 年間

科別 t旨 導 項 目

1. 総合理論講義〈図案原料，締加工，染色化学)

図 2 基礎図案による模写

案 a 図案の構図と輪画の取り方

科 4 図案の考案銅製の関係、

5. 図案と原図の関係

締 1 総合理論講義(図案，原料，締加工，染色化学)

加 2 設計，糸繰り，整経，糊張り実習

エ 旦普通締，交代締加工，仕上実習

科 4. 回し締，ふかし締，袋締加工実習
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名 称 場 所 月 日 出 席 者 主 催

昭和 55年度九州地方工業技術連
染川名瀬市 5/17-19 福岡通商産業局

絡会議第2回場長会議

昭和 55年度工業技術連絡会議

中，四国，九州地方続線専門技術 徳島市 11/12-15 赤塚，池之平 繊維専門部会

委員会

水産商工部出先試験研究機関長及
鹿児島市 6/4-6 染川 鹿児島県

び庶務部長会議

大島紬振興ビジョンの検討会 " 10/8-10 染川 " 

鹿児島県産地中小企業対策推進協
10/19-21 染川" " 議会

議会{!l 

審査講習会等

c 

-T~ 

{2l 

名 称 場所 月 日 担 当 者 主 催 図 体

技能検定試験 鹿児島 6/24 丸山 技能検定協会

染 色 議 習会 名甑 7/10 丸山 本場大島紬協組連合会

大島紬競技会予選犬会 " 8/23 染川， 丸山 本場奄美大島紬協同組合

染 色 講 習会 " 10/28 丸山 本場大島紬協組連合会

伝統工芸士認 定 " 11/7 染川， 丸山 伝産協会

大島紬加工別技術競技会 " 11/8 森山.西押H換l，池白之久平，赤~丸Z 鹿島紬児協島県同並組合びに本場奄美大

H 鹿児島 12/1 6 丸山， 押川 鹿児工業島県並びに鹿児島県織
物 協同組合

竜郷町産業祭紬審査 竜郷町 1/30 赤塚， 押川 竜郷町役場

一一84-



その他の行事

名 称 場 所 月 日 主催 出 席 者

昭和 55年度伝習生入所式 名瀬市 4/5 当所 全職員

昭和 54年度研究発表会 鹿児島市 4/16 " 丸山，岸田，赤塚，押川

，-

昭和 55年度県主要施策説明会 " 5/22 県 染川

大島紬検査員研修 " 9/21-24 " 丸山，押川

移動指導所 " 11/18-19 " 拙杉山森平田制く

大島紬製織技術指導員研修 " 12/17-18 " 丸山，杉山，森

大島紬検査員研修 名瀬市 1/12-14 " 丸山，押川，池之平，徳永

移動指導 所 鹿児島市 1/22-23 " 押川，西，平田.恵川

大島紬製造技術懇談会 名瀬市 2/13 当所 全戦員

昭和 55年度伝習生終了式 " 3/14 " " 

移動指導所 鹿児島市 3/26-27 県 森徳，永押川， 赤~池之平，
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